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本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル50階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東京都新宿区西新宿 1-25-1-46F
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市東今泉 1-1-38
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
土 浦 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 永 国 1044-1
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市東区西塚町325-1
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市中央区東高麗橋1-6
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４- １７
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区東比恵3-11-3
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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２
０
１
０
年
４
月
、
環
境
省
は
京
都
議

定
書
第
一
約
束
期
間
の
初
年
度
に
あ
た
る

２
０
０
８
年
度
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
（
確
定
値
）
を
発
表
し
た
。

　

総
排
出
量
は
、
12
億
８
２
０
０
万
㌧
。

金
融
危
機
の
影
響
で
、
年
度
後
半
か
ら
急

激
な
景
気
後
退
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
の
13
億
６
９
０
０
万
㌧
に
比

べ
て
６
・
４
％
減
少
し
た
も
の
の
、
京
都

議
定
書
基
準
年
（
原
則
１
９
９
０
年
）
の

12
億
６
１
０
０
万
㌧
か
ら
は
１
・
６
％
の

増
加
と
な
っ
た
。

　

京
都
議
定
書
で
日
本
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
２
０
０
８
〜
２
０
１
２
年

の
約
束
期
間
の
年
平
均
排
出
量
を
、
基
準

年
か
ら
６
％
削
減
す
る
こ
と
。

　

京
都
議
定
書
に
定
め
ら
れ

た
日
本
の
６
％
削
減
に
は
、

植
林
な
ど
森
林
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
源

の
対
策
分
や
、
排
出
量
取
引

な
ど
い
わ
ゆ
る
京
都
メ
カ
ニ

ズ
ム
活
用
分
も
含
め
て
合
算

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
見
込

ん
で
い
る
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ

３
・
８
％
と
１
・
６
％
。
今
回

発
表
さ
れ
た
２
０
０
８
年
度

の
排
出
量
に
、
こ
れ
を
合
算

し
て
も
、
６
％
削
減
ま
で
に

は
、
ま
だ
２
・
２
％
足
り
な

い
計
算
だ
。

　

た
だ
、
２
０
０
８
年
度
の

数
値
は
、
地
震
な
ど
に
よ
り

原
子
力
発
電
所
が
長
期
間
停

止
し
て
い
る
影
響
も
あ
る
。

▼
京
都
議
定
書

　

地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的

と
す
る
気
候
変
動
枠
組
条
約

で
決
め
ら
れ
た
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
抑
制
の
た
め
の
ル
ー

ル
。
１
９
９
７
年
の
第
３
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）

で
採
択
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
締

結
を
受
け
て
２
０
０
５
年
に

発
効
し
た
。
第
一
約
束
期
間

と
決
め
ら
れ
た
２
０
０
８
〜

２
０
１
２
年
の
年
平
均
排
出

量
を
先
進
締
約
国
全
体
で
、

１
９
９
０
年
レ
ベ
ル
か
ら
少

な
く
と
も
５
％
削
減
す
る
こ

と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

う
ち
日
本
の
割
り
当
て
は
６

％
削
減
。

原
発
の
利
用
率
が
１
９
９
８

年
度
の
実
績
で
あ
っ
た
と
仮

定
し
た
場
合
の
推
定
値
は
、

12
億
１
８
０
０
万
㌧
で
、
基

準
年
を
３
・
４
％
下
回
り
、

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
を
含

部
門
」
は
１
億
７
１
０
０
万

㌧
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中

で
基
準
年
か
ら
排
出
量
が
減

っ
て
い
る
の
は
、
工
場
な
ど

の
「
産
業
部
門
」
だ
け
で
、

ほ
か
は
す
べ
て
増
加
。
最
も

増
加
率
が
高
い
の
は
、
オ
フ

ィ
ス
な
ど
の
「
業
務
そ
の
他

部
門
」
で
、
基
準
年
か
ら
43

％
増
加
し
て
い
る
。

め
れ
ば
目
標
値
に
は
到
達
で

き
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
11
億
３
８
０
０
万

㌧
。
そ
の
う
ち
「
産
業
部

門
」
は
４
億
１
９
０
０
万

㌧
、「
運
輸
部
門
」
と
「
業
務

そ
の
他
部
門
」
が
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
５
０
０
万
㌧
、「
家
庭

　

温
室
効
果
ガ
ス
基
準
年
比
1.6
％
増

08年度

12
億
8
２
０
０
万
㌧ 
前
年
度
か
ら
は
6.4
％
減

10年後の環境産業

「業況良好」６割以上

環境省 環境経済観測

温室効果ガス排出量の実数と目標

温
暖
化
対
策
行
程
表
を
公
表

試
案
への
国
民
の
意
見
随
時
募
集

環境相試案

　

２
０
１
０
年
３
月
、
政
府

は
「
地
球
温
暖
化
対
策
に

係
る
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
（
環
境
大
臣
試
案
）」
を

公
表
し
た
。
政
府
が
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
温
暖
化
対

策
の
中
期
目
標
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
を
２
０
２
０
年
ま
で

に
１
９
９
０
年
比
で
25
％
削

減
す
る
こ
と
。
長
期
目
標
は

２
０
５
０
年
に
80
％
削
減
。

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
施

す
対
策
の
道
筋
を
示
す
行
程

表
と
な
る
の
が
今
回
発
表
さ

れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
。

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
体

と
し
て
25
％
削
減
す
る
た
め

に
、産
業
部
門
は
８
〜
11
％
、

家
庭
部
門
は
48
〜
53
％
、
業

務
部
門
は
43
〜
48
％
、
運
輸

部
門
は
35
〜
33
％
削
減
（
い

ず
れ
も
２
０
０
８
年
排
出
量

速
報
値
比
）
し
て
い
く
な
ど

の
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
案
と
し
て

は
、
家
庭
部
門
で
太
陽
光
発

電
設
備
を
最
大
２
４
４
０
万

㌔
㍗
、
１
０
０
０
万
世
帯

に
導
入
（
２
０
０
５
年
比

で
約
21
倍
）
す
る
こ
と
や
、

２
０
０
５
年
に
約
６
万
台
の

新
車
販
売
台
数
だ
っ
た
環
境

対
応
自
動
車
を
２
５
０
万
台

ま
で
普
及
さ
せ
る
こ
と
な
ど

を
提
案
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
分
野
で
も
２
０
０
５
年
の

85
倍
に
あ
た
る
太
陽
光
発
電

の
導
入
を
試
算
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
環
境
相
試
案

が
公
表
さ
れ
た
半
月
後
の
４

月
に
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

精
査
を
進
め
る
た
め
と
し

て
、
案
に
対
す
る
国
民
か
ら

の
意
見
の
募
集
も
開
始
し

た
。
意
見
は
随
時
応
募
で
、

詳
細
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

欄
に
掲
載（
６
月
11
日
現
在
）

さ
れ
て
い
る
。

2020年における対策導入量の例

家庭部門（2005年比）
　電気ヒートポンプ給湯器 ........ 約33倍
　潜熱回収型給湯器 ...............約126倍
　太陽熱温水器 ...........................約3倍
　住宅用太陽光発電 ..................約21倍
運輸部門
　環境対応車の普及...........約250万台
　鉄道・船舶・航空機の消費原単位削減率
　　　 ..............2005年比10～24％
エネルギー供給（2005年比）
　太陽光発電 ............................ 約85倍
　風力発電 .................................約10倍
　地熱発電 ...................................約3倍
　中小水力発電 .........................約15倍

中
小
企
業
へ
補
助
金
や
低
利
融
資

各
地
で
事
業
者
向
け
省
エ
ネ
支
援

自治体
　

中
小
の
事
業
者
を
対
象
に

し
た
地
方
自
治
体
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
対

策
の
支
援
事
業
が
加
速
し
て

い
る
。

　

岩
手
県
で
は
、
県
内
の
中

日
本
型
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

と
し
て
の
ク
ラ
ス
タ
ー
拡
張

型
電
力
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

早
稲
田
大
学 

理
工
学
術
院
教
授  

横
山
隆
一

　

２
０
１
０
年
４
月
、
経
済

産
業
省
は
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
を
実
証
す
る
「
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ

ム
実
証
地
域
」
と
し
て
、
横

浜
市
、豊
田
市
、京
都
府
（
け

い
は
ん
な
学
研
都
市
）、
北

九
州
市
の
４
地
域
を
選
定
し

た
と
発
表
し
た
。

　

規
模
的
に
は
、
日
産
自
動

車
が
か
か
わ
る
横
浜
市
で
の

実
証
が
最
も
大
き
く
、
み
な

と
み
ら
い
21
、
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
、
金
沢
地
区
を
対
象

と
し
、
２
万
７
０
０
０
㌔
㍗

の
太
陽
光
発
電
な
ど
を
導
入

す
る
。
ま
た
４
０
０
０
世
帯

に
通
信
機
能
の
あ
る
電
力
計

を
取
り
付
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
機
器
を
中
心
に
通
信
、

都
市
開
発
、
交
通
シ
ス
テ

ム
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
含

む
次
世
代
電
力
供
給
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
実
証
を
進
め
る
計

画
だ
。
さ
ら
に
２
０
０
０
台

の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を

配
備
し
て
、
高
速
充
電
器
を

設
置
し
、
２
０
２
５
年
ま
で

に
Ｃ
Ｏ
２

を
２
０
０
４
年
に

比
べ
30
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
東

京
電
力
、
東
京
ガ
ス
な
ど
も

参
加
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
が
注
目
さ
れ
る
理
由

は
、
各
国
が
打
ち
出
し
て
い

る
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
な
い
太

陽
光
や
風
力
発
電
等
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導

入
」
を
進
め
る
と
、
そ
の
発

電
出
力
の
変
動
が
既
存
の
電

力
系
統
に
影
響
を
与
え
、
電

力
品
質
（
周
波
数
、
電
圧
、

高
調
波
）
を
悪
化
さ
せ
る
と

い
う
懸
念
に
あ
る
。こ
れ
は
、

５
３
０
０
万
㌔
㍗
と
い
う
大

量
な
太
陽
光
発
電
導
入
を
政

策
決
定
し
た
わ
が
国
に
も
あ

て
は
ま
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
大
量
導
入
時
に
も
、

低
廉
で
安
定
し
た
電
力
が
供

給
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
電

力
供
給
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
構

築
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
信
頼
度
の
高

い
送
配
電
網
が
完
備
さ
れ
て

い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

今
回
選
定
さ
れ
た
４
地
域
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
発
展
し

て
ゆ
く
地
域
で
の
新
た
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
、
ま
た
、
い
ま

だ
完
備
さ
れ
て
い
な
い
離
島

や
僻
地
向
け
、
お
よ
び
未
電

化
地
域
を
有
す
る
途
上
国
向

け
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。
発
展
す
る
地
域
に
お
い

て
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
あ
っ
て
は
、
大
規
模

で
高
価
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

一
度
に
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
地
域
や
集
落
特
性
に
合

わ
せ
た
適
正
規
模
の
供
給
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ク
ラ
ス
タ
ー

と
呼
ぶ
）
を
つ
く
り
、
必
要

に
応
じ
て
随
時
ク
ラ
ス
タ
ー

を
増
設
し
、
相
互
間
を
連
結

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

電
力
の
安
定
し
た
供
給
が
で

き
る
よ
う
な
相
互
結
合
型
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
発
し
、
実

証
試
験
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

　

早
稲
田
大
学
を
含
む
研
究

グ
ル
ー
プ
が
提
案
し
て
い
る

ク
ラ
ス
タ
ー
拡
張
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
個
々
の
ク
ラ
ス

タ
ー
内
で
自
律
的
に
需
給
調

整
を
行
い
、
不
足
分
を
他
の

ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら
融
通
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
太
陽

光
、
風
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
と
い
っ

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
量
導
入
を
前
提
と
し
た
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
が
待
ち
望
ん
で
い
る
次

世
代
電
力
供
給
社
会
シ
ス
テ

ム
の
基
盤
技
術
に
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

▼
気
候
変
動
枠
組
条
約

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ

ス
濃
度
の
安
定
化
を
目
指

し
た
国
際
的
な
ル
ー
ル
を

定
め
る
条
約
。
１
９
９
２

年
に
開
催
さ
れ
た
地
球

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、

１
９
９
４
年
に
発
効
し

た
。
締
約
国
に
は
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
施

策
実
施
な
ど
責
務
が
課
せ

ら
れ
る
。
条
約
で
定
め
る

最
高
意
思
決
定
機
関
は
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）。

こ
の
第
３
回
目
の
会
議
で

京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ

た
。
日
本
の
条
約
へ
の
署
名

は
１
９
９
２
年
で
、
そ
の
翌

年
批
准
し
て
い
る
。

▼
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

京
都
議
定
書
で
定
め
ら
れ

た
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
柔
軟

措
置
。
自
国
内
の
排
出
削
減

量
だ
け
で
な
く
、
他
国
で
行

っ
た
活
動
に
よ
る
も
の
も
自

国
の
削
減
量
に
換
算
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
先
進
国
が
途

上
国
の
活
動
を
実
施
し
て
削

減
量
を
得
る
ク
リ
ー
ン
開
発

メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）、

先
進
国
の
間
で
他
国
の
削
減

活
動
を
行
う
共
同
実
施
（
Ｊ

Ｉ
）、
排
出
量
を
経
済
活
動

に
組
み
入
れ
取
引
す
る
排
出

量
取
引
（
Ｅ
Ｔ
）
の
３
つ
の

措
置
の
ほ
か
、
自
国
の
森

林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
量
を
増

や
す
活
動
も
京
都
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
含
ま
れ
る
。

▼
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

　

電
力
を
つ
な
ぐ
た
め
の

送
電
網
で
、
発
電
側
と
需

要
側
の
双
方
か
ら
送
電
量

な
ど
を
制
御
で
き
る
次
世

代
シ
ス
テ
ム
。「
賢
い
送

電
網
」
な
ど
と
も
い
わ
れ

る
。
供
給
量
の
不
安
定
な

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
施
設
の
増
加
は
、
従

来
型
の
送
電
網
で
は
対
応

が
困
難
な
た
め
、
そ
れ
を

制
御
で
き
る
「
賢
い
送
電

網
」
の
整
備
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

2010年春季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
リ
ユ

ー
ス
」
が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは、
　「リユース」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

　

今
号
の
第

２
面
で
、
小

社
が
展
開
し

て
い
る
省
エ

ネ
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
い
て
基
本
と
な
る
考
え

方
を
掲
載
し
た
（「Techno's 

Thinking

」）。
省
エ
ネ
に
お

け
る
運
用
改
善
、設
備
改
善
、

調
達
改
善
と
い
う
３
つ
の
方

策
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
人

の
意
識
に
よ
る
運
用
改
善
が

最
も
大
切
で
あ
る
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

▼
７
月
７
日
の
七
夕
、
人
の

意
識
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
を

促
す
催
し
が
あ
る
。
環
境

省
が
呼
び
掛
け
る
「
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
０
」。
東
京
タ
ワ
ー

や
大
阪
城
な
ど
全
国
の
人
気

施
設
で
一
斉
に
明
か
り
を
消

す
イ
ベ
ン
ト
だ
。

▼
こ
の
省
エ
ネ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
抑
制
の
技
術
な
ど
は
必
要

と
し
な
い
。
明
か
り
を
消
す

と
い
う
行
為
と
、
そ
れ
を
受

け
入
れ
、
楽
し
ん
で
し
ま
お

う
と
い
う
人
の
意
識
だ
け

で
成
立
す
る
。
昨
年
は
約

９
４
９
㌧
も
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
削
減
が
で

き
た
と
い
う
。

▼
運
用
、
つ
ま
り
使
い
方
の

改
善
で
得
ら
れ
る
効
果
は
、

そ
の
１
つ
の
行
為
だ
け
を
み

る
と
、
本
当
に
小
さ
な
も
の

で
し
か
な
い
。
だ
が
環
境
省

の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
多
数

集
ま
れ
ば
、
大
き
な
成
果
が

生
ま
れ
る
。同
様
の
成
果
は
、

小
さ
な
行
為
を
日
々
積
み
重

ね
る
こ
と
で
も
得
ら
れ
る
。

全
国
各
地
で
誰
も
が
小
さ
な

取
り
組
み
を
重
ね
れ
ば
、
地

球
温
暖
化
と
い
う
言
葉
は
聞

か
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp

ユ キ ド ケ 　
ウ ミ 　 ミ ト
ヨ 　 リ カ
　 ガ 　 ル パ
カ ス ミ 　 ー

基準年 目標値 2008

原 則
1990年

12億6100万㌧

11億8600万㌧

６
％
削
減

2.2％

森林吸収源対策
3.8％

京都メカニズム
1.6％

1.6％

目標

　

２
０
１
０
年
４
月
、
環

境
省
は
環
境
産
業
に
対
す

る
初
め
て
の
経
済
動
向
調

査
「
環
境
経
済
観
測
（
仮

称
）」
に
つ
い
て
、
そ
の

試
行
実
施
結
果
を
ま
と
め

発
表
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
日
本
の
環
境
産
業
全

体
の
業
況
感
に
つ
い
て
、

現
状
は
「
良
い
」
と
す
る

回
答
が
16
％
だ
っ
た
も
の

の
、
３
年
先
に
は
そ
の
比

率
が
39
・
３
％
に
な
り
、

10
年
先
に
は
61
・
１
％
に

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

多
く
の
企
業
が
、
環
境
産

業
は
今
後
10
年
間
で
発
展

す
る
と
考
え
て
い
る
よ
う

だ
。回
答
企
業
の
う
ち「
環

境
産
業
を
実
施
し
て
い
る

ま
た
は
実
施
予
定
」
の
企

業
は
52
・
３
％
で
約
半
数

の
割
合
。
実
施
ま
た
は
実

施
予
定
の
分
野
で
は
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
」
が
最
も

多
く
、
つ
い
で
「
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
」「
環
境

負
荷
低
減
お
よ
び
省
資
源

型
製
品
」
と
続
い
た
。

　

調
査
実
施
は
２
０
１
０

年
２
月
。
調
査
対
象
は

上
場
企
業
や
従
業
員
数

５
０
０
人
以
上
の
非
上

場
企
業
か
ら
ラ
ン
ダ
ム

に
抽
出
し
た
企
業
な
ど

２
０
５
０
社
で
、
有
効
回

答
数
は
４
８
６
社
。
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
形
式
で
行
わ

れ
た
。

　

ま
た
環
境
省
で
は
、
こ

の
調
査
に
加
え
て
環
境
産

業
全
体
の
市
場
規
模
推
計

も
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
る
と
２
０
０
８
年
度
の

市
場
規
模
は
75
兆
円
に
な

り
、
２
０
０
４
年
度
の

51
兆
円
か
ら
継
続
的
に
拡

大
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

日本の環境産業全体につい
てのアンケート調査

現在 3年先 10年先

（％）

50

100

0

良
い

さ
ほ
ど
良
く
な
い

無
回
答

悪
い

16.0

39.3

61.1

65.4 49.0

24.5

15.2 7.6 8.4

小
企
業
な
ど
を
対
象
に
、
太

陽
光
や
高
効
率
給
湯
器
と
い

っ
た
環
境
関
連
の
対
象
設
備

を
２
種
類
以
上
導
入
す
る
事

業
所
へ
１
０
０
万
円
を
上
限

に
設
置
費
用
の
10
分
の
１
以

内
の
経
費
を
補
助
す
る
。
公

募
期
間
は
、
２
０
１
１
年
１

月
末
ま
で
。
新
潟
県
は
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
を
導
入
す
る
中
小
企
業

や
事
業
協
同
組
合
な
ど
に
、

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
支
援

金
（
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
枠
）」
と
し
て
年
１
・

90
〜
２
・
10
％
の
利
率
で
限

度
額
５
０
０
０
万
円
ま
で
の

融
資
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
第
３
区
分
の
公
募

期
間
（
２
０
１
０
年
６
月
21

日
〜
７
月
16
日
）
と
し
て
対

象
と
な
る
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
補
助
を
実
施
し
て
い
る
の

が
長
野
県
。
導
入
後
の
省
エ

ネ
率
が
全
体
の
１
％
以
上
に

な
る
設
備
な
ど
へ
、
１
件
あ

た
り
２
０
０
万
円
の
上
限
で

費
用
の
３
分
の
１
以
内
を
補

助
す
る
。

　
「
ひ
と
と
地
球
に
優
し
い

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
」

の
名
称
で
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
の
設
備
に
補
助
す
る
の
は

静
岡
県
。
補
助
額
は
費
用
の

４
分
の
１
以
内
で
事
業
所
の

規
模
な
ど
に
応
じ
て
上
限
額

を
設
け
て
い
る
。
熊
本
県

は
「
中
小
企
業
者
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
促
進
事

業
」。
補
助
率
は
３
分
の
１

で
１
０
０
０
万
円
が
上
限
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
数
の

地
方
自
治
体
が
競
い
合
う
よ

う
に
同
様
の
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
を
考
え
る
中
小
企
業
は
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
情
報
確
認
が
必
要
だ
。

　

住
宅
用
太
陽
光
設
備
導
入
の
補
助
や
エ
コ
カ
ー
導
入
へ
の
免
税
・
補
助
金
な
ど
個
人

向
け
環
境
関
連
の
支
援
制
度
が
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
個
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
中

小
事
業
者
向
け
の
省
エ
ネ
支
援
制
度
に
も
力
を
入
れ
、
地
域
の
活
性
化
と
環
境
対
策
と

い
う
両
面
の
効
果
を
狙
う
地
方
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

12億8200万㌧

https://www.n-techno.co.jp/
http://econews.jp/newspaper/frontline/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.812499.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
http://www.n-techno.co.jp/service/customer-support/index.html
http://econews.jp/
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住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
急
拡
大

　

２
０
０
９
年
10
月
に
発
表
さ
れ

た
「
日
本
の
気
候
変
動
と
そ
の
影

響
」（
文
部
科
学
省
・
気
象
庁
・

環
境
省
の
合
同
発
表
レ
ポ
ー
ト
）

に
お
い
て
、
日
本
の
気
温
は
最
近

の
１
０
０
年
間
で
約
１
・
１
℃
上

昇
し
て
お
り
、
今
世
紀
末
ま
で
に

約
２
〜
４
℃
上
昇
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
う
洪

水
や
土
砂
災
害
、
熱
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
死
亡
リ
ス
ク
な
ど
で
毎
年

17
兆
円
の
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
21
世
紀
に
入
っ
て
、
中

国
や
イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
の
発
展

に
よ
り
、
石
油
な
ど
化
石
燃
料
の

消
費
人
口
が
こ
れ
ま
で
の
７
億
人

か
ら
30
億
人
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

化
石
燃
料
を
消
費
す
れ
ば
温
室

効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
る
。
そ
の

濃
度
が
増
え
て
い
け
ば
地
球
の
温

暖
化
が
進
み
、
３
省
庁
の
レ
ポ
ー

ト
に
あ
る
よ
う
な
事
態
を
招
く
。

　

今
ま
で
国
連
機
関
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
幾
度
と

な
く
発
し
た
警
告
の
繰
り
返
し
だ

が
、
地
球
は
温
暖
化
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
は
、
ほ
ぼ
人
間
の
活
動

に
よ
る
も
の
だ
。
ま
ず
は
、
こ
の

事
実
を
再
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
を
ど
う
進
め
て
い
く
べ
き
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
方
法
を
改
善

し
、
無
駄
を
省
く
。
い
わ
ゆ
る
省

エ
ネ
の
取
り
組
み
に
は
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
の
か
。
結
論
か
ら

い
え
ば
省
エ
ネ
に
は
設
備
改
善
、

調
達
改
善
、
そ
し
て
運
用
改
善
と

い
う
３
つ
の
方
策
が
あ
る
。

　

１
つ
目
の
設
備
改
善
と
は
既
存

の
設
備
や
機
器
を
省
エ
ネ
型
の
機

器
な
ど
に
変
え
る
こ
と
。
白
熱
電

球
を
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
す
る
と
い
っ
た
方
策
だ
。

導
入
費
用
が
か
か
る
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
は
確
実
に
減
ら
せ
る
。

　

２
つ
目
の
調
達
改
善
と
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
先
を
変
え
る
こ

と
。
化
石
燃
料
で
発
電
し
て
い
る

電
気
を
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気

に
切
り
替
え
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
だ
が
こ
れ
は
日
本
の
電

力
供
給
事
情
を
考
え
る
と
、
難
し

い
側
面
も
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
状
況
を
時
間
帯
別
に
細
か
く
把

握
し
て
い
な
け
れ
ば
、
適
切
な
供

給
契
約
の
選
定
も
困
難
だ
。

　

３
つ
目
の
運
用
改
善
は
、
使
い

方
を
変
え
る
も
の
。
使
う
人
の
意

識
に
訴
え
、
省
エ
ネ
を
進
め
る
方

策
で
あ
る
。

　

単
純
な
運
用
改
善
で
あ
れ
ば
必

要
な
の
は
人
の
意
識
だ
け
だ
。
昼

休
み
に
照
明
を
消
す
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
で
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
調

整
す
る
な
ど
、
今
す
ぐ
に
で
も
始

め
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
継

続
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
ま

た
そ
の
活
動
が
本
当
に
効
果
が
あ

る
の
か
実
証
も
必
要
に
な
る
。

　

そ
こ
で
正
し
い
運
用
改
善
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
ど
の
よ
う
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
の
か

を
正
確
に
把
握
す
る
「
見
え
る

化
」
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
時
に
は
、

ど
れ
だ
け
の
電
力
使
用
量
が
あ
る

の
か
、
夜
間
の
待
機
電
力
は
ど
れ

く
ら
い
か
、
始
業
前
や
終
業
後
に

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と
で
消
費
し

て
い
る
人
間
待
機
電
力
に
無
駄
は

な
い
か
。
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
状
況
を
、
壁
掛
け
の
モ
ニ

タ
や
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
確
認
し
、
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
せ
な
が
ら
、
省
エ
ネ
に
取

り
組
む
全
員
が
理
解
す
る
。
取
り

組
み
の
結
果
が
よ
く
て
も
悪
く
て

も
、
そ
れ
は
次
の
行
動
に
生
か
さ

れ
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
保
た

れ
運
用
改
善
は
進
化
し
て
い
く
。

　

人
が
自
ら
動
い
て
取
り
組
む
運

用
改
善
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
が

人
間
の
活
動
に
あ
る
な
ら
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
行
動
し
て
、
そ

の
危
機
を
越
え
て
い
く
の
が
何
よ

り
潔
い
や
り
方
だ
ろ
う
。

　

小
社
は
、
人
が
行
動
す
る
運
用

改
善
が
最
も
重
要
と
考
え
、
そ
の

活
動
に
貢
献
で
き
る
ツ
ー
ル
を
提

供
し
続
け
て
い
る
。

環
境
問
題
の

基
礎
知
識

　

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
問
題
と
し

て
、
標
高
が
低
い
島
国
ツ
バ
ル
な
ど
で

海
面
上
昇
の
影
響
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
有
名
な
話
だ
が
、
一
方
で
標
高

が
高
く
国
土
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
高
山
地
帯
と
い
う
ネ
パ
ー
ル
や
ブ
ー

タ
ン
で
は
ど
ん
な
問
題

が
起
こ
っ
て
い
る
か
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
高
所
に
あ
る
氷
河

湖
の
う
ち
少
な
く
と
も

44
カ
所
が
、
温
暖
化
の

影
響
を
受
け
５
年
か
ら

10
年
の
間
に
決
壊
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
警
告

す
る
。

　

氷
河
湖
と
は
、
山
に

積
も
っ
た
雪
が
固
ま
り

氷
河
と
な
り
、
山
を
削

り
な
が
ら
時
間
を
か
け

て
流
れ
る
際
に
で
き
る

溝
に
、
溶
け
た
水
が
た

ま
っ
て
で
き
る
自
然
ダ
ム
の
こ
と
だ
。

水
を
せ
き
止
め
る
の
は
、
氷
河
が
運
ん

だ
堆
積
物
な
ど
で
あ
る
。

　

温
暖
化
に
よ
り
雪
が
降
ら
ず
、
雨
が

降
る
た
め
貯
水
量
が
増
え
、
一
定
量
を

超
え
る
と
氷
河
湖
を
せ
き
止
め
て
い
た

堆
積
物
を
破
壊
し
洪
水
を
起
こ
す
。
こ

れ
が
氷
河
湖
決
壊
洪
水
だ
。ち
な
み
に
、

イ
ギ
リ
ス
海
峡
は
約
20
万
年
前
に
大
規

模
な
氷
河
湖
決
壊
洪
水
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

い
っ
た
ん
洪
水
が
起
こ
る
と
、
下
流

に
生
活
す
る
何
万
人
の
命
を
奪
い
、
家

畜
、農
地
、す
べ
て
を
破
壊
す
る
。ま
た
、

山
の
給
水
塔
と
い
う
役

割
が
失
わ
れ
、
淡
水
シ

ス
テ
ム
が
枯
渇
し
、
生

態
系
を
崩
す
。
野
生
動

物
を
含
め
人
間
の
飲
料

水
の
供
給
も
危
機
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
。

　

氷
河
湖
決
壊
洪
水
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
排

水
に
よ
り
水
位
を
低
く

す
る
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
実
際
は
標

高
が
高
く
、
遠
隔
地
と

な
る
た
め
対
策
が
進
ま

な
い
の
が
現
状
だ
。

　

水
位
の
上
昇
で
40
年

ほ
ど
の
間
に
面
積
が
６

倍
に
な
っ
た
も
の
や
、
１
９
９
２
年
と

２
０
０
７
年
の
衛
星
観
測
の
比
較
で
長

さ
が
１
・
２
㌔
㍍
か
ら
２
・
０
㌔
㍍
に
拡

大
し
て
い
る
氷
河
湖
な
ど
危
険
性
を
示

す
報
告
は
相
次
い
で
い
る
。
世
界
の
向

こ
う
側
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
、
こ
の
夏
休
み
に
じ
っ
く
り

考
え
て
み
た
い
。

温暖化は世界最高峰の高山地帯にも

氷河湖決壊洪水
（ひょうがこけっかいこうずい）

解 説
環境時事

今さら聞けない……
排出量取引の基礎用語 排

出
量
取
引
制
度
［第６回］

　

今
回
は
排
出
量
取
引
を
理
解
す
る

た
め
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
基
礎
用

語
を
紹
介
し
よ
う
。
下
の
表
に
示
し

た
も
の
は
、
環
境
問
題
に
関
連
す
る

資
料
に
は
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に
頻

出
す
る
も
の
ば
か
り
だ
。

　

現
在
、
国
内
の
排
出
量
取
引
は
国

と
地
方
自
治
体
が
別
々
の
仕
組
み
を

つ
く
る
な
ど
制
度
が
多
数
混
在
し
、

取
引
は
国
内
外
を
問
わ
ず
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
企
業

内
の
各
事
業
部
ま
た
は
各
商
品
に
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
枠
を
割
り
当
て
る
動
き

も
出
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
社
内
キ

ャ
ッ
プ
制
度
と
呼
ば
れ
、
各
事
業
部

に
お
け
る
環
境
負
荷
や
環
境
貢
献
度

を
定
量
化
し
て
評
価
す
る
も
の
だ
。

企
業
の
狙
い
は
、
社
内
の
意
識
を
高

め
、
環
境
経
営
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る

こ
と
。
今
後
は
、
企
業
内
の
あ
ら
ゆ

る
部
門
に
排
出
削
減
の
知
識
が
求
め

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
場
に
な

っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
、
用
語
レ
ベ

ル
の
基
礎
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

用　　語 内　　容

削減目
標期間

中期目標 2013～2020年度
長期目標 ～2050年度

GHG 温室効果ガス（Greenhouse 
Gas）

ETS　　 排出量取引制度（Emissions 
Trading Scheme）

JVETS
自主参加型国内排出量取引制度
（J a p a n ' s  V o l u n t a r y 
E m i s s i o n s  T r a d i n g 
Scheme）

EU-ETS 欧州連合域内排出量取引制度

VER　　 温室効果ガスの削減・吸収量に
ついて発行されるクレジット

J-VER オフセット・クレジット（カーボ
ンオフセットに用いるもの）

リーケージ
プロジェクト活動の結果、予期
せぬ温室効果ガスの排出量や吸
収量が生じること

用　　語 内　　容

京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム

CDM 途上国の排出削減支援で自国の排
出枠（ＣＥＲ）を生むプロジェクト

JI 先進国の排出削減活動で自国の排
出枠（ＥＲＵ）を生むプロジェクト

LULUCF
自国の植林活動などで温室効果ガ
スの吸収量（ＲＭＵ）を増加させる
プロジェクト

排
出
枠
設
定
方
法

ベンチマーク
方式

業種にかかわる望ましいＣＯ２排
出量に基づいた設定方式

グランドファ
ザリング方式

過去の排出量の実績に応じて設
定する方式

オークション
方式

競売によって排出枠を配分する
方式

バンキング 余った排出枠を次年度以降に繰
り越すこと

ボローイング
次年度以降の排出枠を前倒しで
使用または借り受けて使用する
こと

万 博 の 必 須 ア イ テ ム は 環 境 配 慮
　

上
海
万
博
が
２
０
１
０
年
５
月
１
日

に
開
幕
し
た
。
参
加
国
・
国
際
機
関
は

史
上
最
多
と
な
る
２
４
６
。
中
国
に
と

っ
て
は
「
経
済
大
国
」
と
し
て
影
響
力

を
強
め
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
が
、
テ

ー
マ
は
あ
く
ま
で
「
低
炭
素
万
博
」
を

強
調
す
る
。
世
界
最
大
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
国
と
な
っ
た
中
国
は
、
こ
れ
ま

で
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
に
対
し
て
は

前
向
き
と
は
言
い
難
い
対
応
を
み
せ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
万
博
で
は
、

公
共
交
通
機
関
を
第
一
の
交
通
手
段
に

し
た
環
境
交

通
対
策
や
、

水
素
燃
料
電

池
バ
ス
な
ど

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
実
験
と
い

っ
た
環
境
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
国
連

環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
も
高
く
評
価

し
て
い
る
。
５
月
９
日
に
上
海
万
博
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
記
者
発
表

会
で
も
、
上
海
市
科
学
委
員
会
は
「
今

回
の
万
博
で
省
エ
ネ
と
排
出
削
減
に
明

ら
か
な
効
果
が
み
ら
れ
る
」
と
自
信
を

の
ぞ
か
せ
た
。

　

万
博
会
場
の
各
国
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は

最
新
の
環
境
技
術
を
み
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
す
る
国
や
国
際
機
関
が
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
配
慮
を
競
う
。「
中
国
館
」

に
は
大
量
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
設

置
さ
れ
、
会
場
内
を
走
る
バ
ス
や
ご
み

収
集
車
に
は
電
気
自
動
車
な
ど
が
使
わ

れ
る
。
ま
た
、
日
本
は
海
外
勢
で
は
最

多
の
３
館
を
出
展
。「
日
本
館
」
は
太

陽
電
池
と
一
体
化
し
た
軽
量
膜
が
覆
う

ド
ー
ム
形
で
、
排
熱
や
換
気
に
日
本
伝

統
の
知
恵
で
あ
る
「
打
ち
水
」
を
応
用
。

雨
水
を
た
め
て
建
物
を
冷
や
す
「
エ
コ

チ
ュ
ー
ブ
」
と
い
う
新
技
術
が
使
わ
れ

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

風
車
に
よ

る
発
電
も

導
入
さ
れ

て
い
る
。

　

今
後
は
万
博
を
機
に
市
民
レ
ベ
ル

で
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
で
は
、

２
０
１
０
年
10
月
31
日
の
上
海
万
博
終

了
後
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
報
告
書
を

公
表
す
る
予
定
だ
。
来
場
者
予
測
の
大

幅
な
ず
れ
な
ど
、
展
示
以
外
の
話
題
が

先
行
す
る
場
面
も
あ
る
が
、
上
海
万
博

で
中
国
は
、
何
を
訴
え
、
何
を
残
す
の

か
。
世
界
中
の
注
目
が
集
ま
る
。

　

来
場
者
数
は
、
６
月
14
日
時
点
で

１
４
０
０
万
人
を
超
え
た
。

排
出
量
取
引
稼
働
中

中
小
の
温
暖
化
対
策
に
も
メ
リ
ッ
ト

　

改
正
省
エ
ネ
法
が
本
格
施
行
さ
れ
た
今
年
４
月
、
全
国

の
多
く
の
自
治
体
で
も
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
計
画
書
の

提
出
や
公
表
を
求
め
る
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

中
で
も
高
い
注
目
を
集
め
る
東
京
都
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
一
定
量
を
超
え
る
約
１
４
０
０
事
業
所
を
対
象

に
、
国
内
で
初
め
て
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
義
務
の
あ
る
制

度
を
始
動
。
あ
わ
せ
て
国
内
初
の
義
務
的
な
キ
ャ
ッ
プ
＆

ト
レ
ー
ド
型
排
出
量
取
引
制
度
も
導
入
し
た
。
対
象
と
な

る
事
業
者
は
、
自
社
の
省
エ
ネ
設
備
へ
の
更
新
や
運
用
改

善
に
よ
り
削
減
を
目
指
す
。
自
ら
の
努
力
で
目
標
達
成
が

困
難
な
場
合
に
は
、
他
社
の
排
出
枠
を
購
入
し
不
足
分
に

あ
て
る
と
い
う
制
度
だ
。

東
京
都
が
用
意
し
た
排
出

量
取
引
で
は
、
削
減
義
務
の

対
象
で
は
な
い
中
小
事
業
所

な
ど
の
削
減
量
も
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
利
用
で
き
る
。
省

エ
ネ
活
動
を
推
進
し
た
い
中

小
企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。

実
際
、
大
規
模
事
業
所
で
実

施
し
て
い
る
空
調
や
照
明
の

制
御
範
囲
を
細
か
く
し
た

り
、
省
エ
ネ
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

は
、
中
小
規
模
の
事
業
所
で

も
十
分
適
用
で
き
る
。

　

東
京
都
だ
け
で
な
く
他
の

地
方
自
治
体
で
も
同
様
の
動

き
は
始
ま
っ
て
い
る
。
東
京

都
の
発
表
し
た
「
キ
ャ
ッ
プ

＆
ト
レ
ー
ド
の
全
国
導
入
に

つ
い
て
の
提
言
」
に
よ
る

と
、
全
国
で
26
都
道
府
県
と

６
政
令
市
が
、
大
規
模
事
業

所
に
削
減
計
画
の
提
出
な
ど

を
求
め
る
仕
組
み
を
す
で
に

導
入
。
埼
玉
県
で
は
、
目
標

削
減
量
に
達
し
な
か
っ
た
場

合
の
罰
則
こ
そ
な
い
も
の

の
、
都
と
同
様
の
制
度
を

２
０
１
１
年
度
か
ら
開
始
。

大
阪
市
は
今
年
４
月
か
ら
排

出
量
取
引
を
始
め
た
。
こ
の

動
き
は
自
治
体
だ
け
で
な
く

全
国
に
拠
点
を
構
え
る
大
手

企
業
に
も
広
が
っ
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
内
で
の
排
出
削
減

活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

地
方
間
で
規
模
や
進
捗
状

況
の
違
い
は
あ
る
が
、
今
後

は
日
本
全
体
で
同
様
の
取
り

組
み
が
加
速
す
る
だ
ろ
う
。

東
京
都

国
内
初

大規模事業所の排出削減活動
 サンシャインシティ60階ビル
　 細かい制御を行うため空調機の数
を増やし各空調区分で節電に取り
組む。年間２０００㌧の排出削減に。

 ホテルニューオータニ
　 独自開発したヒートポンプ方式の高
効率空調システムを導入。部屋ご
との調整が可能で、チェックイン／
アウトに連動して稼働する。

 高島屋
　 照明をＬＥＤに切り替えることでハ
ロゲンランプが発する熱をなくし、
空調負荷の軽減と省エネを図る。

 東京ビッグサイト
　 必要な部分だけ点灯できるよう照
明の区分け「ブロック点灯」を推進。

３月、世界の気温

過
去
最
高
に

3月の世界の月平均気温順位

出所：気象庁発表資料

１
８
９
１
年
統
計
開
始
以
来

　

気
象
庁
は
、
２
０
１
０
年

３
月
の
世
界
の
月
平
均
気
温

が
、
１
８
９
１
年
の
統
計
開

始
以
来
、
最
も
高
い
値
を
記

録
し
た
と
発
表
し
た
（
確
定

値
の
発
表
は
２
０
１
０
年
５

月
）。
平
年
に
比
べ
０
・
45

℃
高
く
、
そ
れ
ま
で
過
去
最

高
だ
っ
た
２
０
０
２
年
３
月

を
０
・
02
℃
上
回
っ
た
。

　

長
期
的
に
み
る
と
世
界
の

年
平
均
気
温
は
１
０
０
年
あ

た
り
約
０
・
68
℃
の
割
合
で

上
昇
し
て
お
り
、
同
様
に
３

月
平
均
気
温
も
１
０
０
年
あ

た
り
０
・
82
℃
の
割
合
で
高

く
な
っ
て
い
る
。

　

気
象
庁
で
は
、
こ
の
３
月

の
平
均
気
温
が
高
く
な
っ
た

原
因
を
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃

度
の
上
昇
に
よ
る
地
球
温
暖

化
や
、
現
在
発
生
し
て
い
る

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
、
十
〜

数
十
年
サ
イ
ク
ル
で
発
生
す

る
自
然
変
動
と
い
っ
た
要
素

が
重
な
っ
た
結
果
と
考
え
て

い
る
。

　

陸
地
で
平
年
よ
り
高
く
な

っ
た
の
は
、
ア
フ
リ
カ
北
部

か
ら
西
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア

に
か
け
て
の
地
域
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
か
ら
カ
ナ
ダ
に
か

け
て
の
地
域
、
南
ア
メ
リ
カ

大
陸
。
海
面
水
温
で
は
、
特

に
イ
ン
ド
洋
や
大
西
洋
の
赤

道
を
中
心
と
し
た
広
い
地
域

で
高
く
な
っ
た
。

　

な
お
日
本
の
２
０
１
０
年

３
月
の
月
平
均
気
温
は
平
年

よ
り
０
・
56
℃
高
く
、
こ
れ

は
過
去
25
番
目
に
高
い
値
で

あ
っ
た
。

 順位 年　 平年差（℃）
 1 2010 +0.45
 2 2002 +0.43
 3 1990 +0.41
 4 1998 +0.35
 5 2004 +0.34
 6 2007 +0.31
  2001 +0.31
 8 2008 +0.30
  2005 +0.30
 10 2009 +0.25
  2003 +0.25

 人の意識で排出削減
運用改善の省エネを

NIHON TECHNO　２０10.07　　　

省エネにおける３つの方策

運用改善

使う人によるエネル
ギー使用方法の改善

設備改善

省エネ設備や機器
導入による改善

調達改善

適切な契約変更
による改善

現
状
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
設

備
や
機
器
別
に
把
握
し
、
使
用
す
る

人
間
が
使
い
方
を
改
善
し
て
い
く
運

用
改
善
。
他
の
方
策
と
異
な
り
主
役

は
人
の
意
識
と
活
動
。世

界
の
省
エ
ネ

窓リフォーム増加  性能表示基準改定
   新たな商流へ

　

２
０
１
０
年
５
月
、
経
済
産

業
省
は
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
住

宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
４
月

の
発
行
件
数
は
３
１
７
１
件
。

３
月
の
３
４
７
件
か
ら
約
９
倍

に
増
え
、
発
行
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
は
２
億
２
８
２
８
万
円
分

で
、
３
月
の
１
６
２
７
万
円
分

の
約
14
倍
に
急
拡
大
し
た
。
特

に
内
窓
の
出
荷
量
は
順
調
に
伸

び
て
お
り
、
３
月
は
前
年
同
月

の
３
・
25
倍
、
４
月
は
同
４
・

21
倍
と
増
加
し
て
い
る
。
リ
フ

ォ
ー
ム
用
の
ガ
ラ
ス
の
出
荷
量

も
伸
び
、
４
月
実
績
は
同
２
・

36
倍
だ
っ
た
。

　

内
窓
施
工
は
、
既
存
の
窓
は

そ
の
ま
ま
に
新
た
な
窓
を
設
置

す
る
た
め
、
手
軽
な
リ
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
人
気
が
高
い
。
家
の
中
で

最
も
熱
の
出
入
り
が
大
き
い
窓
を

二
重
窓
に
す
る
こ
と
で
、
冷
暖
房

機
器
の
省
エ
ネ
効
率
を
さ
ら
に
高

め
る
こ
と
が
で
き
、
光
熱
費
の
節

約
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
ス
ペ

ー
サ
ー
と
呼
ば
れ
る
金
属
部
材

で
、
２
枚
の
ガ
ラ
ス
の
間
に
中
空

層
を
持
た
せ
た
複
層
ガ
ラ
ス
を
使

用
す
れ
ば
、
よ
り
高
い
断
熱
性
能

が
期
待
で
き
る
。

　

窓
リ
フ
ォ
ー
ム
の
増
加
を
受
け

て
経
済
産
業
省
は
、
住
宅
用
窓
の

断
熱
性
能
の
表
示
に
関
す
る
基
準

を
２
０
１
１
年
４
月
に
変
更
す
る

と
発
表
。
こ
れ
ま
で
サ
ッ
シ
と
ガ

ラ
ス
で
別
々
だ
っ
た
性
能
表
示
の

基
準
を
一
本
化
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
サ
ッ
シ
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
サ

ッ
シ
単
体
の
性
能
保
証
表
示
が
廃

止
に
な
る
代
わ
り
に
、
窓
と
し
て

の
断
熱
性
能
を
保
証
す
る
こ
と
に

な
る
。
消
費
者
に
と
っ
て
は
断
熱

性
能
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
窓
の
性
能
を
比
較
し
や

す
く
な
る
。

　

性
能
の
明
瞭
化
は
新
た
な
商
流

も
生
ん
で
い
る
。
大
型
家
電
量
販

店
で
内
窓
販
売
が
始
ま
っ
た
ほ

か
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
グ
ル
ー
プ

会
社
や
提
携
会
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
も
販
売
網
を
拡
大
さ
せ
る
な

ど
余
念
が
な
い
。
住
宅
版
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
が
消
費
者
の
省
エ
ネ
意
識

の
喚
起
や
住
宅
の
質
的
向
上
に
貢

献
し
、
さ
ら
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
需

要
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。

中
国
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伝
統
の
阪
神
甲
子
園
球
場
が

「
最
新
型
エ
コ
球
場
」に
!!

　

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
本
拠
地
、
伝
統
の
あ
る
高
校
野
球
大
会
の
開
催
地
│
│
阪
神

甲
子
園
球
場
が
「
エ
コ
球
場
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

２
０
０
７
年
10
月
に
着
工
し
て
い
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
２
０
１
０
年
３
月
に

つ
い
に
完
了
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
目
的
に
は
「
環
境
へ
の
配
慮
」

も
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
ス
タ
ン
ド
の
大
屋
根
「
銀
傘
（
ぎ
ん
さ
ん
）」
に
設
置
さ

れ
た
最
新
型
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
主
な
目
的
は
「
安
全
性
の

向
上
」「
快
適
性
の
向
上
」
そ
し
て
「
環
境
へ
の
配

慮
」。「
安
全
性
の
向
上
」
で
は
、
老
朽
化
対
策
と
し

て
耐
震
補
強
な
ど
を
実
施
。「
快
適
性
の
向
上
」で
は
、

場
内
設
備
を
利
便
性
の
高
い
も
の
に
一
新
し
た
。

　

そ
し
て
３
つ
目
の
「
環
境
へ
の
配
慮
」
で
注
目
を

集
め
た
の
が
、
壁
面
緑
化
と
太
陽
光
発
電
だ
。

　

ま
ず
壁
面
緑
化
の
取
り
組
み
で
は
、
甲
子
園
の
名

物
と
も
な
っ
て
い
た
球
場
の
外
壁
を
覆
う
「
ツ
タ
」

の
再
生
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

ツ
タ
は
外
壁
補
強
・
改
修
工
事
の
た
め
、
伐
採
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
伐
採
し
た
ツ

タ
を
別
の
場
所
に
移
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
ツ
タ
か

ら
種
子
を
と
り
、
苗
を
育
て
た
。
そ
し
て
工
事
後
に

そ
れ
ら
の
ツ
タ
を
再
植
樹
す
る
と
い
う
方
法
を
採

用
。
ま
た
、
高
等
学
校
野
球
連
盟
加
盟
の
２
３
３
校

に
ツ
タ
を
育
て
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
も
再
植
樹
を
行

っ
て
、
球
場
外
壁
の
ツ
タ
は
再
生
さ
れ
た
。

　

太
陽
光
発
電
の
設
備
を
設
置
し
た
の
は
、「
銀

傘
（
ぎ
ん
さ
ん
）」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ス

タ
ン
ド
の
大
屋
根
。
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

（
約
１
６
０
０
枚
）
は
、
次
世
代
型
の
「
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ

薄
膜
太
陽
電
池
」。
１
枚
あ
た
り
の
大
き
さ
は
、
横

１
４
０
㌢
、
縦
80
㌢
、
厚
さ
４
㌢
、
重
さ
14
㌔
㌘
。

推
定
発
電
電
力
量
は
、
年
間
約
19
万
３
０
０
０
㌔

㍗
時
。
こ
れ
は
、
球
場
全
体
の
年
間
使
用
電
力
量

の
約
５
・
３
％
に
相
当
し
、
年
間
約
１
９
３
万
円
の

電
気
代
削
減
と
な
る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
年
間
で
約

１
３
３
ト
ン
削
減
で
き
る
。

　

ま
た
一
塁
側
と
三
塁
側
の
通
路
に
は
発
電
量
が
示

さ
れ
る
表
示
板
を
設
置
。
来
場
者
も
稼
働
状
況
を
確

認
で
き
る
。
な
お
、
こ
こ
で
発
電
し
た
電
力
は
蓄
電

が
で
き
な
い
た
め
、
日
中
の
練
習
や
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
事
務
所
や
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
甲
子
園
歴

史
館
な
ど
で
活
用
さ
れ
る
。
本
拠
地
球
場
で
の
太
陽

光
稼
働
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
次
い
で
２
番
目
。

　
「
壁
面
緑
化
」「
太
陽
光
発
電
」
以
外
の
環
境
配
慮

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
散
水
や

場
内
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
に
、
井
戸
水
や
雨
水
を
利
用

す
る
設
備
も
整
え
ら
れ
た
。

　

プ
ロ
野
球
界
で
は
２
０
０
８
年
か
ら「
グ
リ
ー
ン
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
攻
守
や
選
手
の
交
代
時
間

を
計
測
し
、
ル
ー
ル
を
決
め
て
無
駄
を
省
く
。
試
合

時
間
を
１
分
間
短
縮
す
れ
ば
、
36
㌔
㍗
時
の
削
減
に

つ
な
が
る
。
ほ
か
に
は
デ
ー
ゲ
ー
ム
の
増
設
や
冷
暖

房
の
こ
ま
め
な
オ
ン
オ
フ
、コ
ピ
ー
用
紙
の
再
利
用
、

施
設
へ
の
オ
ー
ル
電
化
の
導
入
、
電
車
や
バ
ス
で
の

来
場
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
活
動
項
目
は
数
多
い
。
選

手
、
球
団
、
球
場
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
が
一
致
団
結
し

て
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

阪
神
甲
子
園
球
場
は
プ
ロ
野
球
の
本
拠
地
で
最
も

歴
史
あ
る
球
場
で
あ
る
。そ
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

環
境
に
貢
献
で
き
る
球
場
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
フ

ァ
ン
や
観
光
客
、
高
校
野
球
や
甲
子
園
ボ
ウ
ル
な
ど

で
こ
こ
を
訪
れ
る
多
く
の
若
い
世
代
に
、
伝
統
と
環

境
の
大
切
さ
を
伝
え
る
球
場
と
な
る
だ
ろ
う
。

１
９
２
４
年

　

甲
子
園
大
運
動
場
竣
工

　

 

内
野
席
全
体
に
ト
タ
ン
の
大

屋
根
を
建
設
。
鉄
傘
と
呼
ば

れ
る

１
９
３
１
年

　

 

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
ま
で
鉄

傘
を
拡
張

１
９
４
３
年

　

 

戦
時
下
、
鉄
傘
を
軍
に
供
出

１
９
５
１
年

　

 

大
屋
根
復
活
。
ジ
ュ
ラ
ル
ミ

ン
で
つ
く
ら
れ
、
銀
傘
と
呼

ば
れ
る

１
９
８
２
年

　
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
屋
根

に
架
け
替
え

２
０
０
９
年

　

 

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
製
の
銀

傘
に
架
け
替
え

２
０
１
０
年

　

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

▼CIGS薄膜太陽電池
CIGS 薄膜太陽電池とは、銅（Copper）、
インジウム（Indium）、ガリウム（Gallium）、
セレン（Selenium）を原料とした化合物
半導体を発電層に使った太陽電池。シリコン
を使わず、発電層を薄い膜状の半導体とす
ることで、製造時には、消費エネルギーや
CO2の排出を少なくできる。
よって、これまでの多結晶シリコンやアモル
ファスシリコンを採用した太陽電池に比べ、
発電したエネルギーが、製造時の使用エネ
ルギーを超えるまでの期間も短縮できる。
また、一部分が影におおわれても大きな電圧
低下を起こすことなく安定した発電性能を発
揮することも特徴の一つ。

甲子園の大屋根「銀傘（ぎんさん）」の歴史

銀
傘
に
次
世
代
型
太
陽
光
発
電
を
導
入

甲子園の「銀傘」には約1,600
枚の太陽光パネルが設置され、
年間約193,000kWhの電力が
つくられる予定。写真提供：阪神電気鉄道株式会社

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

環境にやさしいエコな活動を紹介

vol.05

ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン

消してわかる大切さ

　

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る

中
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
手
法
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
誰
に
で
も
で

き
る
最
も
簡
単
な
省
エ
ネ
は
「
電
気
を

消
す
」
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
単
純
な

取
り
組
み
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽
し
み

な
が
ら
や
ろ
う
と
い
う
の
が
、
環
境
省

が
行
う
「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
だ
。

　

現
在
は
す
で
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
。
今
回
は
、
こ
の
エ
コ
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

　

今
回
の
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
２
０
１
０
」
の
開
始
日
は
６
月
20

日
。
そ
の
後
、
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー

と
定
め
ら
れ
た
七
夕
の
７
月
７
日
ま
で

が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
だ
。

　

こ
の
間
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
呼
び
掛

け
に
応
じ
た
、
ふ
だ
ん
夜
間
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
全
国
の
施
設

が
明
か
り
を
消
す
。

　

中
で
も
夏
至
の
日
の
６
月
21
日
と
最

終
日
の
７
月
７
日
の
両
日
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」「
七
夕
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
」
と
し
て
20
時
か
ら
22
時

ま
で
の
間
、全
国
一
斉
に
消
灯
さ
れ
る
。

過
日
の
「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
を
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
知
り
、
記
憶
に
残
っ
て

い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始

ま
っ
た
の
は
２
０
０
３
年
。
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
施
設
の
消
灯
を
呼
び
掛
け
、
電
気

を
消
す
こ
と
で
い
か
に
照
明
を
使
っ
て

い
る
か
を
実
感
し
て
も
ら
い
、
地
球
温

暖
化
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
す
る

の
が
目
的
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
そ
の
後
、
毎
年
夏

至
の
日
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
の

初
年
度
で
サ
ミ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
で
も
あ
っ

た
２
０
０
８
年
か
ら
は
、
夏
至
の
日
か

ら
七
夕
ま
で
と
、
期
間
を
延
長
し
、
全

国
一
斉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
も
２
回
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

例
年
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し

て
い
る
東
京
タ
ワ
ー
で
は
、
最
初
の
こ

ろ
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
後
に
「
な
ぜ
消
え

て
い
る
？
」「
何
か
問
題
が
発
生
し
た

の
か
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。「
し
か
し
、
そ

ん
な
お
問
い
合
わ
せ
も
年
々
減
っ
て
い

て
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

認
知
度
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
実
感

で
き
る
」（
東
京
タ
ワ
ー
企
画
部
）
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
２
０
０
３

年
の
一
斉
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
参
加
施
設

が
、
２
２
７
８
カ

所
だ
っ
た
の
に
対

し
て
、
２
０
０
９

年
７
月
の
七
夕
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
で
は
、

８
万
５
５
８
３
カ

所
が
参
加
。
同
年

６
月
の
参
加
施
設

数
を
合
計
す
る
と
16
万
２
２
３
３
カ
所

と
初
回
参
加
数
の
70
倍
以
上
に
も
な

る
。
環
境
省
に
よ
れ
ば
２
０
０
９
年
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
削
減
で
き
た
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
量
は
、
約

９
４
９
㌧
。
こ
れ
は
約
６
・
５
万
世
帯

の
１
日
分
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
に
相
当
す

る
と
い
う
。

　

今
年
２
回
目
の
一
斉
消
灯
は
七
夕
の

夜
。
い
つ
も
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
全
国
の
施
設
の
明
か
り
が
消
え

る
。
街
の
夜
景
は
い
つ
も
と
は
違
う
静

か
な
落
ち
着
い
た
姿
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
街
の
様
子
を
、
明
る
い
部
屋
か

ら
眺
め
る
の
は
興
ざ
め
だ
。

【札幌】さっぽろテレビ塔
【函館】五稜郭
【秋田】赤れんが郷土館
【富山】クロスランドタワー
【東京】東京タワー　
【東京】レインボーブリッジ

ライトダウンキャンペーン2010参加予定の主な施設
【横浜】コスモクロック21
【京都】京都タワー
【大阪】大阪城
【大阪】通天閣
【大阪】道頓堀グリコネオン
【神戸】神戸ポートタワー

【神戸】神戸海洋博物館
【高知】高知城
【山口】海峡ゆめタワー
【福岡】福岡タワー
【熊本】熊本城
【沖縄】首里城

ライトダウンキャンペーン
2010 のポスター。参加
する施設は、キャンペーン
のサイトからデータをダウ
ンロードして告知用に利用
できる。 before

before

after

after

 東京タワー
大阪城

2

4

6

8

10

ライトダウンキャンペーン参加施設数推移

03　04　05　06　07　08.6　08.7　09.6　09.7

縦軸の単位は「万カ所」、
横軸は「年」。ただし08
年以降は６月と７月の２回
をカウント。

「ライトダウンキャンペーン２０１０」サイト掲載の写真

日
が
暮
れ
る
と
、
私
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
照

明
を
点
し
て
部
屋
を
明
る
く
し
ま
す
。

街
も
ネ
オ
ン
光
で
あ
ふ
れ
、
ま
る
で
昼
間
の
よ
う
。

少
し
で
も
明
る
く
、
少
し
で
も
輝
く
よ
う
に
―
―
。

で
も
、
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
、
明
か
り
が
す
べて

消
え
た
夜
を
。

ど
れ
ほ
ど
の
明
か
り
を
使って
い
た
の
か
を
きっと
思
い

出
せ
る
は
ず
。

明
か
り
を
消
す
だ
け
で
、
心
静
か
な
空
間
が
広
が
り

ま
す
。

夜
空
を
見
上
げ
て
星
座
を
探
し
た
り
、
小
さ
な
虫

の
声
に
耳
を
澄
ま
し
た
り
、

音
楽
を
聴
い
た
り
、
家
族
や
恋
人
と
語
り
合った
り
。

きっと
自
分
に
合った
素
敵
な
夜
の
楽
し
み
方
が
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。

明
か
り
を
消
す
こ
と
は
、私
た
ち
に
は
幸
せ
な
時
間
を
、

地
球
に
は
小
さ
な
休
息
を
も
た
ら
し
ま
す
。

あ
か
り
を
消
し
た
夏
の
夜
、
あ
な
た
と
地
球
に
とっ

て
特
別
な
時
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
０
」
サ
イ
ト
よ
り
（
原
文
マ
マ
）

pickuppickup
　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
昨

年
、
補
助
金
や
電
力
買
い
取
り

制
度
の
導
入
に
よ
り
標
準
的
な

設
置
費
用
が
約
10
年
で
回
収
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
一
気
に
普

及
が
進
ん
だ
。

　

メ
ー
カ
ー
や
建
設
事
業
者
な

ど
１
０
５
社
・
団
体
で
つ
く
る

太
陽
光
発
電
協
会
に
よ
る
と
09

年
度
の
導
入
件
数
は
前
年
度
比

２
・
５
倍
の
13
万
件
を
超
え
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
市
場
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
。
需
要
拡
大
に

伴
い
、
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事

を
行
う
施
工
店
も
増
加
し
て
い

る
一
方
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
は
屋
外
に
設
置
し
て
長
期
間

使
用
す
る
製
品
の
た
め
、
施
工

品
質
の
確
保
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
メ

ー
カ
ー
各
社
は
、
施
工
に
関
し

て
の
研
修
受
講
の
義
務
化
を
進

め
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
京
セ
ラ
で
は
研
修

終
了
後
に
施
工
実
績
を
積
ん
だ

受
講
者
を
独
自
認
定
す
る
「
京

セ
ラ
ソ
ー
ラ
ー
施
工
士
」
の
制

度
を
08
年
か
ら
始
め
て
お
り
、

10
年
度
に
は
現
在
の
約
３
倍
と

な
る
１
０
０
０
人
規
模
ま
で
増

加
さ
せ
る
方
針
を
表
明
し
た
。

同
社
は
「
良
質
な
も
の
を
末
永

く
使
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

工
事
の
質
が
重
要
」
と
し
て
お

り
、
工
務
店
や
リ
フ
ォ
ー
ム
会

社
な
ど
が
そ
れ
に
呼
応
。
施
工

研
修
希
望
者
が
急
増
し
て
い
る

た
め
、
研
修
開
催
の
地
域
や
回

数
の
拡
充
を
急
い
で
い
る
。

　

日
本
最
大
級
の
太
陽
光
発
電

事
業
者
組
織
「
日
本
Ｐ
Ｖ
プ
ラ

ン
ナ
ー
養
成
協
会
」（
幹
事
会

社 

株
式
会
社
フ
ォ
ト
ボ
ル
テ

ッ
ク
／
大
阪
・
茨
木
市
）
は
太

陽
光
発
電
施
工
に
特
化
し
た
教

育
施
設
を
、２
０
１
０
年
５
月
、

大
阪
府
茨
木
市
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
特
徴
は
実
際
の
住
宅
サ
イ

ズ
の
屋
根
を
再
現
し
て
い
る
研

修
用
の
「
模
擬
屋
根
」
で
、
屋

根
材
別
に
４
種
類
用
意
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
研
修
で
は
通

常
、
簡
易
的
な
模
擬
屋
根
が
使

用
さ
れ
、
本
格
的
な
も
の
は
少

な
か
っ
た
。
現
場
で
生
か
せ
る

実
技
研
修
に
主
眼
が
置
か
れ
た

格
好
だ
。

　

エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
販
売
を

進
め
る
日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業

部
も
、
ユ
ー
ザ
ー
に
適
し
た
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
提
案
で

き
る
よ
う
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の

施
工
研
修
を
受
講
し
て
お
り
、

営
業
担
当
は
い
ず
れ
か
の
メ
ー

カ
ー
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　

同
事
業
部
の
高
村
朗
部
長
は

「
住
宅
に
よ
っ
て
屋
根
の
大
き

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
設
置
さ
れ
て

い
る
方
位
や
傾
斜
角
は
ま
っ
た

く
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

最
適
な
メ
ー
カ
ー
や
設
置
方
法

を
提
案
す
る
の
が
私
た
ち
の
仕

事
で
す
」
と
販
売
者
と
し
て
の

責
任
感
を
強
調
す
る
。

　

業
界
団
体
も
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ご
う
と
公
的
資
格
の
創

設
に
乗
り
出
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
協
会
や
経
済
産

業
省
が
近
く
施
工
技
術
や
使
用

部
品
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り

を
始
め
、
こ
れ
を
満
た
す
個
人

を
「
Ｐ
Ｖ
（
太
陽
電
池
）
施
工

士
」（
仮
称
）
に
認
定
す
る
。

太
陽
光
発
電
協
会
の
川
村
誠
代

表
理
事
は
「
国
と
協
力
し
施
工

や
販
売
に
つ
い
て
の
公
的
認
定

制
度
を
つ
く
り
た
い
」と
表
明
。

２
０
１
１
年
度
か
ら
の
運
用
を

目
指
す
。
当
面
は
国
家
資
格
で

は
な
く
業
界
団
体
に
よ
る
認
定

と
な
る
見
込
み
だ
が
、
業
界
団

体
は
消
費
者
に
安
心
感
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
拡
大
に
も

つ
な
げ
る
考
え
だ
。

　

急
拡
大
す
る
今
が
最
も
大
切

な
時
期
だ
と
い
う
気
概
が
業
界

全
体
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。

太陽光設備で施工品質を維持

業
界
団
体
も
施
工
技
術
者
を
養
成

業
界
各
社
が

施
工
研
修
に
注
力

Ｓ
Ｇ
事
業
部
は

担
当
が
資
格
取
得

公
的
資
格
の

施
工
技
術
者
育
成
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エコカー種別 特徴 長所・短所

ガソリンエンジンと電気モ
ーターを組み合わせた駆動
システムを利用。ブレーキ
をかけたとき失われるエネ
ルギーで発電し、電気モー
ターに利用するため、燃費
効率に優れている。現在、
最も人気の高いエコカー。

CO2 排出削減の観点から
みると電気自動車（EV）
や燃料電池自動車（FCV）
のほうが優れている。その
ためハイブリッド自動車
（HV）は、EV や FCV が
普及するまでの「つなぎ」
とも考える見方も。

ガソリンや軽油ではなく、
天然ガスを燃料に使用する
もの。気体のまま圧縮天然
ガスを高圧ガス容器に貯蔵
して利用するCNG自動車
が一般的。CO2 の排出量
はガソリン車より２～３割
低いとされる。

基本的な構造はガソリン車
などと変わらないため、改
造は比較的容易。走行性能
や燃費も同等。ただ、貯蔵
容積効率が低いため、１回
のガス充填で走行できる距
離が短い。また天然ガスの
スタンドも数が少ない。

電池に電気を充電し、その
エネルギーでモーターを動
かすシステム。走行中は排
ガスをまったく出さず、走
行音も静か。減速時にエネ
ルギーを回収できるので、
エネルギー効率はガソリン
車の3倍ほど。

１回の充電で走行できる距
離が短く、充電時間は急速
充電器使用でも30～ 40
分間必要。電池が高価なの
で、必然的に車両価格も高
い。しかし環境性に優れて
いるので低価格化やインフ
ラ整備が進められている。

水素と酸素の化学反応で発
生する電気エネルギーによ
りモーターを駆動。水素が
燃料の場合には、水しか排
出されず、究極のエコカー
ともいわれる。ただ水素ス
テーションの配備も含め普
及にはまだ時間がかかる。

直接水素型ではなくガソリ
ンなどから水素をつくる改
質型でもエネルギー効率は
高く、CO2 排出量が少な
い。ただし現時点では 1
台の製造費用が１億円以上
といわれ、コスト削減が大
きな課題となっている。

エコカー

エコドライブしよう!!

企業で参加、エコドライブコンテスト

特 集

現
状
で
は
Ｈ
Ｖ
優
位
だ
が
…

低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
エ
コ
カ
ー
で

つくば市の電気自動車
リサイクル電池と太陽光

　

２
０
０
９
年
は
エ
コ
カ
ー
躍
進
の
年
と

な
っ
た
。
エ
コ
カ
ー
減
税
・
補
助
金
の
効

果
も
あ
り
、該
当
車
の
販
売
台
数
は
急
増
。

年
間
の
国
内
新
車
販
売
台
数
で
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
提
供
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
（
Ｈ
Ｖ
）「
プ
リ
ウ
ス
」
が
初
め
て

首
位
に
な
っ
た
。プ
リ
ウ
ス
は
そ
の
後
も
、

２
０
１
０
年
４
月
現
在
ま
で
月
間
売
上
ラ

ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
を
維
持
し
続
け
て
い

る
。
そ
う
し
た
実
績
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
現
在
最
も
普
及
し
て
い
る
エ
コ
カ
ー

は
Ｈ
Ｖ
だ
。

　

Ｈ
Ｖ
の
特
徴
は
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

と
電
気
モ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
燃
費
性
能
を
高
め
た
こ
と
。
燃
料
消

費
率
の
高
い
発
進
時
に
は
電
気
モ
ー
タ

ー
、
定
速
走
行
に
移
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
と
い
う
よ
う
に
２
種
類
の
動
力
を
自

動
で
使
い
分
け
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
排
気

量
の
少
な
い
軽
自
動
車
さ
え
も
上
回
る
燃

費
性
能
が
発
揮
で
き
る
。
価
格
は
ガ
ソ
リ

ン
車
よ
り
も
高
く
な
る
が
、
エ
コ
カ
ー
減

税
な
ど
の
制
度
や
燃
料
費
な
ど
を
考
え
れ

ば
、
総
出
費
は
安
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

　

Ｈ
Ｖ
の
人
気
か
ら
す
れ
ば
、
普
及
が
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
は
天
然
ガ
ス
自
動

車
。
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の

比
較
で
は
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
２
〜
３
割
少

な
い
と
さ
れ
る
エ
コ
カ
ー
だ
。
燃
費
や
走

行
性
能
は
ガ
ソ
リ
ン
車
と
同
等
で
、
車
両

の
構
造
も
燃
料
系
統
が
異
な
る
だ
け
で
基

本
的
に
は
同
じ
。
燃
料
に
使
う
天
然
ガ
ス

中
の
炭
素
分
に
対
す
る
水
素
の
割
合
が
高

い
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
少
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
台
数
は
国
内
の
自
動
車

保
有
数
約
７
４
０
０
万
台
の
う
ち
４
万
台

に
も
満
た
ず
、
普
及
状
況
は
思
わ
し
く
な

い
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
天
然
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
の
数
が
少
な
い
こ
と
（
２
０
１
０

年
３
月
末
現
在
・
全
国
に
３
４
２
カ
所
）

や
一
回
の
燃
料
充
填
で
走
行
で
き
る
距
離

が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
航

続
距
離
が
短
い
の
は
、
燃
料
容
積
効
率
が

ガ
ソ
リ
ン
車
の
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１

程
度
で
、
充
填
で
き
る
ガ
ス
の
量
が
限
ら

　

エ
コ
カ
ー
減
税
や
補
助
金
と
い
っ
た
普
及

政
策
が
浸
透
す
る
中
、
環
境
意
識
の
高
ま
り

と
あ
い
ま
っ
て
、
今
エ
コ
カ
ー
が
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｈ
Ｖ
）、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を
ガ
ソ
リ
ン
車
よ

り
２
〜
３
割
低
減
で
き
る
と
い
う
天
然
ガ
ス

自
動
車
、
今
後
の
普
及
が
期
待
さ
れ
る
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）、
究
極
の
エ
コ
カ
ー
と
も

呼
ば
れ
る
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
と

い
う
４
種
類
の
エ
コ
カ
ー
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
現
在
の
普
及
状
況
や
今
後
の
課
題
、
展

望
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

自
治
体
や
企
業
が
中
心
と
な
り
、
エ
コ

カ
ー
導
入
促
進
の
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
５
月
に
は
伊
藤
忠
商
事
な
ど
関

連
企
業
と
つ
く
ば
市
が
太
陽
光
発
電
を
活
用

す
る
低
炭
素
社
会
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実

験
を
開
始
。
つ
く
ば
市
民
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
用
な
ど
に
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
投

入
さ
れ
た
。

　

技
術
の
進
歩
で
、
多
様
な
エ
コ
カ
ー
が
登
場
し
て
い
る
が
、
最

も
大
切
な
の
は
そ
れ
を
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、政
府
が
行
っ
て
い
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

推
奨
の
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
ス
ス
メ
」
を
紹
介
し
よ
う
。
実
践

す
れ
ば
燃
費
は
驚
く
ほ
ど
よ
く
な
る
は
ず
だ
。

　

企
業
ぐ
る
み
で
参
加

し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
成
果
を
競
う
イ
ベ
ン

ト
が
今
開
催
さ
れ
て
い

る
。
環
境
省
と
独
立
行

政
法
人
環
境
再
生
保
全

機
構
が
主
催
す
る
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス

ト
」。

　

参
加
受
付
期
間
は
、

２
０
１
０
年
５
月
10
日

か
ら
７
月
15
日
ま
で
。

参
加
費
は
無
料
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ

ト
か
ら
簡
単
に
申
し
込

み
が
で
き
る
。
自
動
車

を
保
有
し
て
い
る
全
国

47
都
道
府
県
の
企
業
で

あ
れ
ば
業
種
や
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
参
加
可

能
。
車
両
は
営
業
用
で

も
自
家
用
で
も
ど
ち
ら

で
も
構
わ
な
い
。

　

審
査
の
内
容
は
、「
ど

の
よ
う
な
社
内
体
制
で

活
動
し
た
か
」「
燃
費

デ
ー
タ
を
ど
う
構
築
し

た
か
」「
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
に
関
す
る
社
内
教
育

の
方
法
」「
取
り
組
み

の
成
果
」「
社
内
評
価

の
方
法
」「
継
続
の
た

め
の
取
り
組
み
」
な
ど

の
項
目
。
優
秀
な
企
業

１
社
に
環
境
大
臣
賞
、

そ
れ
ぞ
れ
２
社
に
環
境

再
生
保
全
機
構
理
事
長

賞
と
優
秀
賞
が
贈
ら

れ
、
そ
の
ほ
か
に
も
優

良
賞
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

活
動
賞
な
ど
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
に

応
募
し
な
く
て
も
、
サ

イ
ト
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
る
だ
け
で
自
社

用
の
燃
費
管
理
ペ
ー
ジ

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
支
援
ツ
ー

ル
の
提
供
が
受
け
ら
れ

る
簡
易
型
の
参
加
方
法

も
あ
り
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
に
少
し
で
も
関
心
の

あ
る
企
業
な
ら
情
報
収

集
程
度
の
感
覚
で
参
加

し
て
み
る
の
も
い
い
だ

ろ
う
。
も
し
、
自
社
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

賞
を
受
け
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
る
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
が
始

ま
っ
た
の
は
２
０
０
４

年
度
か
ら
。
近
年
は
参

加
企
業
が
増
加
し
て
お

り
、
２
０
０
９
年
度

は
前
年
の
倍
以
上
の

９
７
３
３
事
業
所
が
参

加
し
た
。

　

今
年
度
の
コ
ン
テ

ス
ト
審
査
の
結
果
は
、

２
０
１
０
年
11
月
下
旬

に
発
表
さ
れ
、
12
月
上

旬
に
表
彰
式
が
行
わ
れ

る
予
定
。

　

つ
く
ば
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
太
陽

光
で
発
電
し
た
電
力
を
蓄
え
、

急
速
充
電
器
を
通
じ
て
Ｅ
Ｖ
に

供
給
す
る
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た
「
低
炭

素
交
通
社
会
」
づ
く
り
に
役
立

て
る
も
の
。
３
年
を
め
ど
に
有

効
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
分
析

し
、
世
界
に
通
じ
る
汎
用
性
の

あ
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

早
期
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

実
験
で
は
、
割
高
な
コ
ス
ト

が
普
及
を
阻
害
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
Ｅ
Ｖ
用
の
電
池
を
、
車

載
用
だ
け
で
は
な
く
、
充
電
ス

タ
ン
ド
に
置
く
定
置
用
と
し
て

も
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
す
る
。
し

か
も
そ
こ
に
蓄
電
す
る
電
力
は

太
陽
光
発
電
設
備
か
ら
得
ら
れ

る
も
の
だ
。

　

充
電
ス
タ
ン
ド
が
設
置
さ
れ

た
の
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

つ
く
ば
研
究
学
園
店
と
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
学
園
東
大
通
り

Ｃ
Ｓ
店
。
認
証
・
課
金
機
能
付

き
の
急
速
充
電
器
を
使
っ
て
、

電
気
自
動
車
に
改
造
し
た
マ
ツ

ダ
・
デ
ミ
オ
に
供
給
す
る
。

　

実
験
用
に
提
供
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ

は
、
つ
く
ば
市
の
公
用
車
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
営
業
車
、

つ
く
ば
市
民
が
利
用
す
る
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
用
車
両
で
合
計

やさしい発進
　 発進時は緩やかに。最初の５秒で
時速 20km が目安。

速度変化を少なく
　 加減速の少ない運転。そのために
は車間に余裕を持つことが大切。

エンジンブレーキを活用
　 停止時は早めにアクセルオフ。下
りの坂道もエンジンブレーキ。

エアコン控えめ
　 自動のつけっぱなしではなく、こ
まめに温度や風量の調整を。

アイドリングストップ
　 特に、荷物の積み下ろしや待ち合
わせ時にはエンジンを切る。

暖機は不要
　 寒冷地など特別の場合を除き、今
のガソリン車は暖機運転不要。

交通情報活用
　 交通情報のチェックで渋滞を避
ければ燃費も時間も節約できる。

空気圧チェック
　 タイヤの空気圧が落ちると燃費
は悪化。安全上も要チェック。

荷物は少なく
　 不要な荷物の搭載も燃費悪化の
一因に。運転前にトランク確認。

違法駐車厳禁
　 違法駐車は渋滞を招き、他の自動
車に余計な燃料を消費させる。

に乗る？

電気自動車

ハイブリッド
自動車

天然ガス
自動車

燃料電池
自動車

　 寒冷地など特別の場合を除き、今

クルマがエコならドライバーも！

http://www.ecodrivejp.com/

つくば市の実証実験で設置されたEVの急速充電スタンド。

れ
る
か
ら
だ
。
と
は
い
え
、
ガ
ソ
リ
ン
車

と
の
比
較
で
は
少
な
い
も
の
の
、
天
然
ガ

ス
自
動
車
の
普
及
台
数
と
天
然
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
の
設
置
数
は
、
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
次
第
で

は
、
エ
コ
カ
ー
分
野
に
一
石
を
投
じ
る
可

能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
中
、
各
地
で
充
電
ス
タ
ン
ド

設
置
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
実
証
実
験

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
の
が
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）。
２
０
０
９
年
７
月
に
は
三

菱
自
動
車
か
ら
世
界
初
の
量
産
車
と
さ
れ

る
「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」
が
発
売
さ
れ
る
な

ど
各
社
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
走

行
時
の
排
ガ
ス
は
ゼ
ロ
で
、
供
給
す
る
電

気
も
太
陽
光
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
環
境
性
は
Ｈ
Ｖ

よ
り
も
高
い
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
現
状
で
は
、
高
価
な
電
池
を
利
用

す
る
た
め
車
体
価
格
は
高
く
、
航
続
距
離

も
短
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
と
は
い

え
、
各
方
面
か
ら
の
期
待
が
大
き
い
だ
け

に
、
そ
う
し
た
課
題
も
早
期
に
解
決
さ
れ

る
可
能
性
は
高
い
。

　

Ｅ
Ｖ
と
同
様
に
環
境
性
能
で
期
待
を
集

め
る
の
は
、
究
極
の
エ
コ
カ
ー
と
呼
ば
れ

る
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）。
水
素

と
酸
素
の
化
学
反
応
に
よ
り
電
気
を
つ
く

り
モ
ー
タ
ー
を
駆
動
さ
せ
る
ク
ル
マ
。
水

素
が
燃
料
な
ら
排
出
す
る
の
は
水
だ
け
に

な
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
る
模
様
。
現
在
で
も
１
台

の
製
造
費
用
は
１
億
円
以
上
か
か
っ
て
お

り
、低
コ
ス
ト
化
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

エ
コ
カ
ー
を
今
す
ぐ
に
導
入
し
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
４
種
類
の
う
ち
で
最
も
有
力

な
選
択
肢
は
、
人
気
も
あ
り
給
油
施
設
の

心
配
も
な
い
Ｈ
Ｖ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
や
車
体
価
格
の
動
向

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
じ
っ
く
り
判
断
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
時
期
尚
早

だ
と
し
て
も
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
や
Ｅ
Ｖ

は
検
討
材
料
に
加
え
て
も
い
い
。

３
台
。
電
池
の
使
用
状
況
や
劣

化
状
態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

で
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
も
活
用

す
る
。

　

同
様
の
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
は

つ
く
ば
市
以
外
で
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
横
浜

市
の
取
り
組
み
は
、
Ｅ
Ｖ
約

２
０
０
０
台
の
導
入
で
大
規
模

な
電
力
量
制
御
を
行
う
実
証
実

験
。
愛
知
県
豊
田
市
で
は
、
次

世
代
自
動
車
購
入
に
対
し
補
助

制
度
を
つ
く
り
、
３
１
０
０
台

規
模
の
普
及
を
目
指
す
。
今
後

５
年
間
で
、
公
共
施
設
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
充

電
ス
タ
ン
ド
16
カ
所
・
26
基
を

設
置
す
る
計
画
だ
。

　

エ
コ
カ
ー
を
め
ぐ
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
。

http://cubicle-hoan.jp/
https://www.n-techno.co.jp/
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大
阪
府
の
田
中
邸
。
太
陽
光
発

電
の
設
置
を
済
ま
せ
、
そ
の
効
果

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
屋

根
や
外
壁
に
「
ゼ
ッ
フ
ル
遮
熱
塗

装
」
や
「
外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」

を
施
す
予
定
（
写
真
は
施
工
前
）。

　

７
月
と
８
月
は
、
集
団
停

電
が
最
も
頻
繁
に
発
生
す
る

時
期
だ
。

　

集
団
停
電
が
発
生
し
た
電

力
会
社
事
故
の
過
去
４
年
平

均
で
は
、
発
生
件
数
の
約
７

割
が
、
こ
の
２
カ
月
間
に
起

き
て
い
た
。
特
に
、
局
地
的

な
大
雨
や
雷
を
も
た
ら
す

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
発
し
た

２
０
０
８
年
は
そ
の
比
率
は

86
％
に
も
達
し
て
い
る
。

　

集
団
停
電
の
原
因
の
多
く

は
落
雷
。
日
本
テ
ク
ノ
監
視

セ
ン
タ
ー
の
集
団
停
電
記

録
（
１
つ
の
原
因
で
10
件
以

上
の
停
電
が
発
生
し
た
場
合

を
集
団
停
電
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
８

年
の
７
月
と
８
月
に
発
生
し

た
集
団
停
電
の
発
生
件
数
は

１
万
８
９
３
４
件
で
、
そ

の
う
ち
の
99
％
に
あ
た
る

１
万
８
７
９
２
件
が
落
雷
が

原
因
。
ち
な
み
に
、
そ
の
他

雷
が
発
生
し
た
か
ど
う
か
を

示
す
落
雷
証
明
書
の
発
行
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
。

保
険
請
求
の
資
料
や
被
害
確

認
な
ど
に
利
用
で
き
る
。

　

各
種
気
象
情
報
を
配
信
す

る
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
（
東

京
都
港
区
）
で
は
予
測
困
難

と
さ
れ
る
ゲ
リ
ラ
雷
雨
の
発

生
を
全
国
１
万
人
以
上
の
会

員
か
ら
の
情
報
で
監
視
し
、

発
生
前
に
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
。
２
０
０
８
年
の

東
京
で
発
生
し
た
１
７
２
回

の
ゲ
リ
ラ
雷
雨
の
う
ち
76
・

７
％
を
捕
捉
し
、
事
前
の
メ

ー
ル
配
信
時
間
は
平
均
38
分

前
だ
っ
た
と
い
う
。

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
落
雷
で
発
生

す
る
異
常
高
電
圧（
サ
ー
ジ
）

か
ら
機
器
な
ど
を
保
護
す
る

避
雷
器
（
ア
レ
ス
タ
）
な
ど

も
備
え
、
落
雷
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
た
い
。

の
原
因
は
、
送
電
線
事
故
、

配
電
線
事
故
、
地
震
な
ど
。

ま
た
過
電
流
を
遮
断
す
る
Ｐ

Ａ
Ｓ
や
Ｕ
Ｇ
Ｓ
と
い
っ
た
設

備
を
備
え
て
い
な
い
事
業
場

が
、
漏
電
事
故
な
ど
を
起
こ

し
た
と
き
、
そ
れ
が
周
囲
に

波
及
し
、
集
団
停
電
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。

　

自
然
現
象
で
あ
る
落
雷
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
事
前
の
予
想
が
で
き

れ
ば
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と

は
で
き
る
。
雷
情
報
の
提
供

を
行
う
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
（
神
奈
川
県
相
模
原

市
）
は
、
全
国
各
地
に
配
置

し
た
観
測
セ
ン
サ
ー
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
各
種
気
象
情
報

な
ど
を
も
と
に
２
日
先
ま
で

の
発
雷
予
報
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
指
定
し
た
地
域
で
落

７月、８月  「集団停電」最多発生
原因の９割は落雷

発
電
予
報
、避
雷
器
な
ど
で
対
応
をゲリラ豪雨が多発した2008年は7月と8月の

集団停電発生件数が全体の86％を占めた。

「集団停電」発生件数
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エコテナントユーザーレポート

東京・九段北
政文堂ビル

株式会社 政文堂

前
は
佐
藤
さ
ん
が
各
テ
ナ
ン

ト
の
室
内
に
付
い
て
い
る
子

メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、
そ
の

使
用
量
を
も
と
に
料
金
を
計

算
。
正
確
な
料
金
を
算
出
す

る
た
め
、
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
ソ
フ
ト
を
つ
く

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
請
求
書
を

持
参
し
て
い
た
。

　
「
子
メ
ー
タ
ー
の
場
所
が

各
テ
ナ
ン
ト
の
ト
イ
レ
の
中

で
し
た
。
仕
事
中
の
オ
フ
ィ

ス
に
お
邪
魔
し
て
検
針
す
る

の
も
気
後
れ
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
検
針
時
に
留

守
の
場
合
も
あ
る
。
検
針
の

作
業
が
わ
ず
ら
わ
し
か
っ
た

の
は
確
か
で
す
」（
同
氏
）

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
は
日
本
テ

ク
ノ
が
集
中
検
針
し
、
各
テ

ナ
ン
ト
の
電
気
料
金
精
算
を

代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
佐
藤

さ
ん
は
検
針
業
務
か
ら
解
放

さ
れ
た
。

　

日
本
山
岳
会
の
会
員
で
も

あ
る
佐
藤
さ
ん
。
今
年
は
ロ

シ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の

山
々
に
約
２
週
間
の
日
程
で

ス
キ
ー
登
山
に
行
っ
た
。
以

前
な
ら
毎
月
の
検
針
を
気
に

掛
け
る
日
程
調
整
だ
っ
た

が
、
今
は
そ
れ
も
な
い
。
ち

な
み
に
佐
藤
さ
ん
は
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
も
多
数
出
場
す
る
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
。
検
針
業
務
か
ら
の

解
放
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時

間
も
増
え
そ
う
だ
。

　

市
谷
の
外
堀
沿
い
、
法
政

大
学
の
並
び
に
位
置
す
る
政

文
堂
ビ
ル
に
も
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
は
導
入
さ
れ
て
い
る
。
８

階
建
て
ビ
ル
の
う
ち
、
２
フ

ロ
ア
を
オ
ー
ナ
ー
の
自
宅
用

と
し
て
使
用
し
、
残
り
の
６

フ
ロ
ア
を
テ
ナ
ン
ト
が
利

用
。
１
階
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
そ
の
ほ
か
は
す

べ
て
オ
フ
ィ
ス
だ
。

　
「
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
に
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
保
安
管
理
を

お
願
い
し
て
か
ら
10
年
ほ
ど

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
数
年

前
ま
で
は
１
階
で
書
店
を
開

い
て
い
た
の
で
、
電
気
の
使

い
す
ぎ
を
自
動
通
報
の
電
話

で
知
ら
せ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
し

た
」（
株
式
会
社
政
文
堂
・

代
表
取
締
役 

佐
藤
文
昭
さ

ん
）

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
は

１
年
ほ
ど
前
。
保
安
管
理
を

任
せ
て
い
た
日
本
テ
ク
ノ
か

ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

と
説
明
を
受
け
、
導
入
を
決

め
た
。
決
め
手
と
な
っ
た
の

は
、
毎
月
行
っ
て
い
た
検
針

作
業
が
不
要
に
な
る
こ
と
。

　

通
常
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
は
、

オ
ー
ナ
ー
と
電
力
会
社
が
ビ

ル
全
体
の
電
力
需
給
を
一
括

で
契
約
し
、
各
テ
ナ
ン
ト
で

発
生
す
る
電
気
料
金
は
オ
ー

ナ
ー
や
管
理
会
社
が
個
別
に

請
求
す
る
。
よ
っ
て
、
導
入

毎月の検針業務から解放
長期の旅行も気兼ねなく ロシア・コーカサス山脈の山々にスキー登山。佐

藤さんは現在70歳。登山のほかトライアスロン
やマラソンの大会にも参加し続けている。

毎月の検針業務から解放

社長の佐藤文昭さん。エコテ
ナント導入前はテナント室内の
トイレに設置されていた子メ
ーターを毎月検針して電気料
金を算出していた。料金算出
にあたっては、自作のパソコン
ソフトに入力し、請求書までを
自動出力させていた。

太陽光＋エコ改修
省エネ専門家がベストの提案

ＳＧ事業部

家
庭
部
門
の
販
売
事
業 

活
発
化

日本テクノ

　

２
０
１
０
年
５
月
、
日
本

テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業
部
は
、
大

阪
府
の
田
中
邸
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
た
。

　

設
置
に
至
る
経
緯
に
つ
い

て
田
中
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で

電
気
の
使
い
方
や
料
金
の
こ

と
は
特
に
意
識
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
意
識
し
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
が
大

き
く
な
っ
て
家
を
出
て
、
電

気
代
が
半
減
し
た
と
き
で

す
。
住
む
家
は
同
じ
な
の
に

人
数
が
減
る
だ
け
で
ど
う
し

て
こ
こ
ま
で
下
が
る
の
か
不

思
議
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
電

気
に
興
味
が
わ
き
、
電
気
メ

ー
タ
ー
や
電
気
代
の
明
細
な

ど
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

電
気
を
使
っ
て
い
た
の
か
徹

底
的
に
調
べ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
ど
う
し
た
ら
電
気
を

上
手
に
使
え
る
の
か
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
を
し
て
い
た
と
き

に
、
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
か
ら

太
陽
光
発
電
設
備
の
ご
提
案

を
受
け
て
導
入
を
決
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
発
電
し
た

電
気
を
上
手
に
使

っ
て
余
ら
せ
た
分

が
家
計
に
反
映
さ

れ
る
。
そ
れ
だ
け

で
嬉
し
く
な
っ
て
、
ど
ん
ど

ん
省
エ
ネ
を
す
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

田
中
邸
で
は
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
工
事
と
あ
わ
せ
て

２
つ
の
省
エ
ネ
改
善
が
行
わ

れ
る
。
そ
れ
が
「
ゼ
ッ
フ
ル

遮
熱
塗
装
」
と
「
外
壁
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
」
だ
。

　
「
ゼ
ッ
フ
ル
遮
熱
塗
装
」
は

特
殊
塗
装
に
よ
り
太
陽
熱
を

反
射
さ
せ
る
こ
と
で
屋
根
の

表
面
温
度
を
抑
制
し
、
屋
内

温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き

が
あ
る
。
ま
た
「
外
壁
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
」
は
外
壁
に
板
状

の
外
装
材
を
貼
っ
て
い
く
改

修
方
法
で
、
外
壁
を
き
れ
い

に
す
る
だ
け
で
な
く「
防
音
」

「
断
熱
」「
防
汚
」
な
ど
の
効

果
が
あ
る
。
と
も
に
省
エ
ネ

推
進
の
た
め
の
エ
コ
改
修

と
、
建
物
の
美
観
な
ど
ユ
ー

ザ
ー
が
希
望
す
る
リ
フ
ォ
ー

ム
を
両
立
で
き
る
工
法
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
同
事
業
部
で

は
、「
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

や
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
、
そ

の
性
能
を
最
大
限
発
揮
で
き

る
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
90
年

比
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
25
％

削
減
を
目
標
と
す
る
日
本
。

な
か
な
か
進
ま
な
い
家
庭
部

門
の
排
出
削
減
は
、
田
中
邸

の
よ
う
な
エ
コ
住
宅
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
対
応
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業
部
の
活
動
が
活
発
化
し
て

い
る
。
同
事
業
部
の
メ
イ
ン
商
材
は
太
陽
光
発
電
と

オ
ー
ル
電
化
が
セ
ッ
ト
の
「
エ
コ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
だ

が
、
太
陽
光
の
み
の
設
置
や
、
そ
の
性
能
を
最
大
限

に
生
か
す
た
め
の
い
わ
ゆ
る
エ
コ
改
修
に
も
対
応
。

こ
れ
ま
で
事
業
者
向
け
の
省
エ
ネ
で
培
っ
た
専
門
分

野
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
家
庭
部
門
に
も
向
け
ら
れ
る
。

夜間無人施設の停電事故
翌日営業を可能にしたもの

「
安
全
こ
そ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　

緑
豊
か
な
奥
武
蔵
で
、
変
化
に

富
ん
だ
丘
陵
地
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

を
備
え
る
ア
ド
ニ
ス
小
川
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
。
施
設
内
の
随
所
か

ら
雄
大
な
山
々
や
広
大
な
北
関
東

平
野
が
望
め
、
四
季
折
々
の
自
然

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

連
日
予
約
で
一
杯
の
こ
の
人
気

ゴ
ル
フ
場
に
２
０
０
９
年
７
月
、

停
電
事
故
が
発
生
し
た
。
営
業
時

間
外
の
深
夜
。
本
来
な
ら
誰
も
気

づ
か
ず
、
翌
日
従
業
員
が
出
社
し

て
は
じ
め
て
事
故
対
応
に
か
か
る

と
こ
ろ
。
し
か
し
、
翌
日
の
予
約

客
は
何
の
支
障
も
な
く
プ
レ
ー
を

楽
し
め
た
。
営
業
の
中
断
を
回
避

で
き
た
事
故
対
応
と
は
。

アドニス小川カントリー倶楽部　【TEL】0493-74-1200
【URL】https://www.orix-golf.jp/adonis/

　
「
ゴ
ル
フ
場
で
は
地
盤
の
ズ
レ
な

ど
の
影
響
で
、
地
絡
に
よ
る
停
電
が

い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
ア
ド
ニ
ス
小
川
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
の
施
設
管
理
主
任
・
吉

田
末
次
さ
ん
は
話
す
。

　

地
絡
と
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
施

設
の
電
気
回
路
か
ら
大
地
へ
通
電
し

て
し
ま
う
こ
と
。
同
施
設
で
は
プ
レ

ー
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
ほ
と
ん

ど
の
ケ
ー
ブ
ル
は
埋
設
さ
れ
て
い

る
。
地
面
か
ら
の
圧
迫
や
機
器
の
経

年
劣
化
な
ど
で
地
絡
が
起
こ
る
可
能

地
絡
し
て
い
る
と
判
明
。
さ
ら
に
点

検
を
続
け
、
Ｖ
Ｃ
Ｂ
（
開
閉
器
）
が

絶
縁
不
良
で
断
線
し
て
い
る
の
が
原

因
と
特
定
で
き
た
。
そ
の
後
、
Ｖ
Ｃ

Ｂ
を
バ
イ
パ
ス
し
て
直
結
す
る
応
急

処
置
を
施
し
、
非
常
用
発
電
機
か
ら

通
電
す
る
こ
と
で
、
停
電
を
復
旧
。

時
刻
は
、
明
け
方
の
５
時
40
分
。
早

朝
か
ら
プ
レ
ー
を
開
始
す
る
予
約
客

に
も
影
響
は
出
な
か
っ
た
。
Ｖ
Ｃ
Ｂ

交
換
な
ど
の
そ
の
後
の
完
全
復
旧
は

後
日
、
工
事
会
社
に
委
ね
ら
れ
た
。

な
お
今
回
の
事
故
原
因
と
な
っ
た
Ｖ

Ｃ
Ｂ
は
日
本
テ
ク
ノ
電
気
設
備
保
証

サ
ー
ビ
ス
の
保
証
年
数
内
だ
っ
た
た

め
、
交
換
費
用
の
全
額
約
51
万
円
は

日
本
テ
ク
ノ
が
保
証
し
た
。

　
「
24
時
間
監
視
や
技
術
者
さ
ん
の

緊
急
応
動
の
お
か
げ
で
営
業
開
始
前

の
停
電
復
旧
が
で
き
、
波
及
事
故
も

免
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
気
づ
く
前

に
停
電
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
依
頼
せ
ず

と
も
対
応
し
て
く
れ
る
の
は
、
施
設

を
預
か
る
身
と
し
て
は
大
き
な
魅
力

で
す
」（
同
氏
）　

性
は
常
に
考
慮
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
電
気
設
備
を
24

時
間
遠
隔
監
視
す
る
日
本
テ
ク
ノ
の

サ
ー
ビ
ス
は
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
「
当
社
が
11
年
間
も
日
本
テ
ク
ノ

さ
ん
と
お
付
き
合
い
し
て
い
る
の
は

〝
安
全
こ
そ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
〞
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
」（
同
氏
）

　

事
故
当
日
、
深
夜
１
時
。
遠
隔
監

視
に
よ
る
停
電
信
号
が
、
日
本
テ
ク

ノ
監
視
セ
ン
タ
ー
に
届
い
た
。
監
視

セ
ン
タ
ー
で
は
、
担
当
の
電
気
管
理

技
術
者
・
栗
田
勝
（
日
本
テ
ク
ノ
協

力
会
・
日
電
協
）
へ
緊
急
連
絡
。
栗

田
は
即
座
に
現
場
に
向
か
う
が
、
施

設
は
施
錠
さ
れ
て
い
て
入
れ
な
い
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
同
じ
く
監
視
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
吉
田

さ
ん
が
駆
け
つ
け
て
き
た
。

　

吉
田
さ
ん
に
解
錠
し
て
も
ら
い
施

設
に
入
っ
た
栗
田
は
ま
ず
コ
ー
ス
管

理
棟
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
へ
向
か
っ

た
。
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
に
あ
る
各
種

回
路
の
絶
縁
抵
抗
測
定
な
ど
の
結
果

か
ら
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
周
辺
の
回
路
が

▲
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
点
検
を
す
る

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
の

電
気
管
理
技
術
者
・
栗
田
勝
。

施
設
入
口
で
栗
田
と
ア
ド
ニ
ス

小
川
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
施
設

管
理
主
任・吉
田
末
次
さ
ん
（
左
）。

日
本
テ
ク
ノ
最
新
情
報

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
力
可
視
化
に

よ
る
運
用
改
善
の
省
エ
ネ
事
業
が

環
境
省
主
催
の
「
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
リ
ア
ル
タ
イ
ム
『
見
え
る

化
』
モ
デ
ル
事
業
」
の
１
つ
に
採

択
さ
れ
た
。
同
社
と
共
同
で
事
業

を
進
め
た
の
は
ト
ス
テ
ム
株
式
会

社
。
ト
ス
テ
ム
の
４
つ
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
を
設
置
し
、
運
用
改
善
を

実
施
。「
見
え
る
化
」
だ
け
で
は

な
く
、
定
期
的
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
が
重
要
で
あ
る
な
ど
の
検
証

結
果
が
導
か
れ
た
。事
業
成
果
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
「
見
え
る
化
」
推

進
戦
略
会
議
の
分
科
会
で
報
告
さ

れ
た
。

「見える化」分科会で成果報告

環境省モデル化事業

　

財
団
法

人
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
な

ど
が
主
催

す
る
「
関

東
地
区
省

エ
ネ
事
例

発
表
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
前
回

ま
で
の
大
会
は
自
社
内
で
の
省
エ

ネ
活
動
発
表
の
場
だ
っ
た
が
、
今

回
か
ら
は
省
エ
ネ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
側
も
参
加
。
日
本
テ
ク

ノ
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
事
例
を
広

報
室
長
が
発
表
し
た
。
約
２
５
０

名
の
聴
講
者
は
、
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

省エネソリューションを熱弁

関東省エネ事例発表会

　

２
０
１
０
年
４
月
、
日
本
テ
ク

ノ
設
立
16
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
総
勢
69
名

が
参
加
し
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
あ

と
は
、
宿
に
戻
り
33
名
の
営
業
成

績
優
秀
者
を
た
た
え
る
祝
賀
会
。

　

テ
ク
ノ
側
参
加
者
は
馬
本
英
一

社
長
を
は
じ
め
役
員
や
管
理
職
。

ま
た
日
本

テ
ク
ノ
協

力
会
・
日

電
協
の

技
術
者
や

来
賓
も
参

加
。
盛
大

な
催
し
と

な
っ
た
。

ゴルフ＆トップセールスパーティ

設立16周年記念

　

日
本
テ
ク
ノ
沖
縄
営
業
所
に

勤
務
す
る
照
屋
政
人
（
27
）
が

２
０
１
０
年
４
月
に
行
わ
れ
た
タ

イ
ト
ル
マ
ッ
チ
を
制
し
、
全
沖
縄

フ
ェ
ザ
ー
級
の
第
３
代
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
た
。
平
日
は
20
時
ま

で
仕
事
を
こ
な
し
、
仕
事
帰
り
に

ジ
ム
に
通
う
毎
日
。
日
々
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
は
お
よ
そ
２
時
間
。

　

試
合
が
近
づ
く
と
沖
縄
営
業
所

の
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
馬
本
英
一

社
長
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
熱
が

入
る
。
王
座
を
賭
け
た
タ
イ
ト
ル

マ
ッ
チ
に
は
テ
ク
ノ
全
社
か
ら
28

名
の
応
援
団
が
駆
け
つ
け
た
。

　

30
歳
ま
で
現
役
を
続
け
日
本
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
す
。

沖縄営業所 照屋政人、第３代王座へ

キックボクシングチャンピオン誕生

08
年

http://www.eco-tenant.jp/
http://www.setubikaizen.com/contents_k/indivi.html
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「SMARTMETER」
（スマートメーター） 導入事例

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。
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静
岡
県
伊
東
市
、
株
式
会

社
パ
レ
ス
ホ
テ
ル 

お
宿 

伊

豆
の
城
。
敷
地
内
に
源
泉
が

あ
り
、
地
下
２
７
６
㍍
か
ら

多
量
の
温
泉
が
湧
き
出
る
。

大
浴
場
と
露
天
風
呂
は
す
べ

て
自
家
源
泉
か
け
流
し
だ
。

　

同
ホ
テ
ル
が
省
エ
ネ
活
動

に
取
り
組
み
始
め
た
の
は

２
０
０
３
年
の
大
型
空
調
機

の
入
れ
替
え
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。
省
エ
ネ
型
の
設
備
に

更
新
し
た
た
め
、
電
気
料
金

が
大
き
く
下
が
り
、
設
備
投

資
額
も
数
年
で
回
収
で
き
る

計
算
が
立
て
ら
れ
た
。

　
「
故
障
が
少
な
く
な
り
、

電
気
代
も
下
が
る
。
何
よ
り

お
客
様
に
提
供
す
る
環
境
や

景
観
も
よ
く
な
り
ま
す
」（
取

ネ
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。同
時
に
大
川
さ
ん
は
、

毎
月
の
電
気
使
用
量
な
ど
を

記
録
す
る
よ
う
に
な
り
、
省

エ
ネ
効
果
を
検
証
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
導
入
さ
れ
た

の
は
、
そ
う
し
た
設
備
改
善

に
よ
る
省
エ
ネ
活
動
の
下
地

が
で
き
て
い
た
２
０
０
９
年

８
月
。
大
川
さ
ん
に
と
っ
て

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
詳
細
な
電
力
使
用
状
況

の
蓄
積
デ
ー
タ
は
、
格
好
の

検
証
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
。

　
「
設
備
改
善
の
効
果
が
パ

ソ
コ
ン
の
グ
ラ
フ
で
確
認
で

き
、
日
ご
と
や
時
間
帯
ご
と

の
効
果
も
わ
か
る
。
こ
れ
な

ら
次
の
改
善
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
」（
同
氏
）

　

改
善
を
続
け
施
設
全
体
の

価
値
を
上
げ
る
こ
と
が
宿
泊

客
の
満
足
度
を
上
昇
さ
せ

る
。「
来
る
た
び
に
内
装
が

新
し
く
、
使
い
や
す
く
な
っ

て
い
る
」
と
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
、
宿
の
変
化
を
楽
し

ん
で
い
る
。

取締役部長の大川勝弘さん。

省
エ
ネ
型
へ
の
設
備
改
善
。

そ
の
効
果
を
確
実
に

掌
握
で
き
た〝
見
え
る
化
〞

静岡県伊東市湯川295
TEL　0557（37）2681
URL　http://www.itopalace.co.jp/
設立●1958 年 3月
従業員数●50名（パート・アルバイト含む）
業務内容●温泉宿泊施設経営

株式会社 パレスホテル お宿 伊豆の城

株
式
会
社 

パ
レ
ス
ホ
テ
ル　

お
宿 

伊
豆
の
城

（2009年9月～2010年2月）

13.7%

　

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る
富

士
カ
ン
ト
リ
ー
笠
間
倶
楽
部

は
、
豪
快
で
大
胆
な
プ
レ
ー

に
も
応
え
ら
れ
る
壮
大
な
フ

ィ
ー
ル
ド
が
人
気
の
ゴ
ル

フ
場
。
３
コ
ー
ス
・
27
ホ

ー
ル
の
本
コ
ー
ス
に
加
え
、

３
０
０
ヤ
ー
ド
の
打
球
場
や

広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
練
習
場
な

ど
も
備
え
て
お
り
、
優
雅
で

落
ち
着
き
あ
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
は
プ
レ
ー
後
に
心
地
よ
い

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
は
十
分
応
え
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
一
方
、総
務
・

財
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
吉
田

誠
さ
ん
は
、
同
規
模
の
施
設

と
比
較
し
た
際
の
電
気
料
金

の
高
さ
に
疑
問
を
感
じ
て
い

た
。
そ
ん
な
と
き
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
存
在
と
電
気
料
金
の
仕

組
み
を
知
っ
た
。
ピ
ー
ク
時

の
電
力
で
基
本
料
金
が
決
ま

る
。
ピ
ー
ク
を
抑
え
る
手
助

け
を
し
て
く
れ
る
の
が
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
。
導
入
は
２
０
０
９
年

３
月
に
決
ま
っ
た
。

　

導
入
後
、
最
初
の
夏
場
を

迎
え
た
７
月
、
初
め
て
警
報

が
鳴
る
。
事
前
に
対
処
法
を

考
え
て
い
た
吉
田
さ
ん
は
、

す
ぐ
に
従
業
員
用
の
食
堂
に

連
絡
し
、
大
型
の
空
調
を
消

す
よ
う
伝
達
。
デ
マ
ン
ド
は

設
定
し
た
ピ
ー
ク
を
超
え
ず

に
済
ん
だ
。
こ
れ
以
降
、
何

度
か
警
報
は
鳴
っ
た
が
、
そ

の
都
度
、
適
切
に
対
処
し
、

契
約
電
力
は
36
㌔
㍗
も
の
削

減
に
成
功
し
た
。

　
「
以
前
は
省
エ
ネ
へ
の
関

心
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
警
報
が
な
る
た
び

に
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま

し
た
。
最
初
は
電
気
の
使
用

制
限
で
節
約
を
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
今
で
は
効
率
的

に
使
う
方
向
へ
と
意
識
と
行

動
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
の
行
動
を
見
て
、
周

り
の
従
業
員
の
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
の
も
う
れ
し
い
で

す
ね
」（
同
氏
）

警
報
の
た
び
意
識
の
高
ま
り

最
初
は
使
用
の
制
限

や
が
て
効
率
的
使
用
へ

茨城県笠間市池野辺 2523
TEL　0296（72）8111
URL　http://www.kasama-club.com/
設立●1978 年 8月
従業員数●100 名
業務内容●ゴルフ場経営

富士カントリー笠間倶楽部

富
士
カ
ン
ト
リ
ー
笠
間
倶
楽
部

　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に
あ

る
鮫
島
病
院
は
病
床
数
60

床
・
５
階
建
て
の
地
域
に
根

づ
い
た
医
療
機
関
。
医
師
８

名
を
含
む
総
勢
90
名
の
ス
タ

ッ
フ
が
働
い
て
い
る
。

　

同
院
で
は
２
０
０
５
年
６

月
か
ら
「
エ
コ
さ
め
し
ま
」

と
い
う
環
境
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。節
電
は
も
ち
ろ
ん
、

節
水
・
ゴ
ミ
の
分
別
・
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
・
プ
ル
タ
ブ
回
収

な
ど
、
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
各
部
署
で
具
体
的
な
目
標

を
決
め
推
進
さ
れ
る
。
だ
が

開
始
か
ら
２
、３
年
が
経
過

し
た
こ
ろ
か
ら
電
気
使
用
の

削
減
量
が
停
滞
。
そ
こ
で

２
０
０
９
年
４
月
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
導
入
に
よ
り
省
エ
ネ
活

動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
た
。

　
「
電
力
デ
ー
タ
が
詳
細
に

確
認
で
き
る
の
で
、
明
確
な

数
値
目
標
が
設
定
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま

し
た
」
と
管
理
部
長
の
大
澤

宏
美
さ
ん
。

　

導
入
直
後
の「
見
え
る
化
」

を
踏
ま
え
た
省
エ
ネ
活
動
の

勉
強
会
、
デ
マ
ン
ド
警
報
が

鳴
っ
た
と
き
の
対
処
法
、
各

部
署
に
お
け
る
節
電
管
理
の

担
当
決
め
な
ど
以
前
か
ら
の

エ
コ
活
動
に
工
夫
を
加
え
る

こ
と
で
、
新
た
な
省
エ
ネ
活

動
は
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
横
ば
い
だ
っ

た
電
気
使
用
量
の
削
減
率
は

前
年
比
４
・
６
％
に
。
導
入

前
に
１
８
３
㌔
㍗
だ
っ
た

契
約
電
力
も
16
㌔
㍗
減
の

１
６
７
㌔
㍗
に
な
っ
た
。

　
「
エ
コ
さ
め
し
ま
」
の
活

動
は
現
在
も
進
化
を
続
け
て

お
り
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
一
環

で
実
施
し
て
い
る
職
員
へ
の

涼
し
げ
な
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
配

布
、
院
内
緑
化
の
た
め
の
廃

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
よ
る
植

栽
、
環
境
活
動
の
講
習
会
開

催
な
ど
柔
軟
な
発
想
に
よ
る

新
た
な
取
り
組
み
が
次
々
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。

管理部長の大澤宏美さん。 従
来
か
ら
の
エ
コ
活
動
に

〝
見
え
る
化
〞を
導
入

横
ば
い
の
削
減
量
が
再
び
増
加

鹿児島県鹿児島市加治屋町 9-8
TEL　099（224）2277
URL　http://www.sameshima.jp/
設立●1908 年
従業員数● 90 名（医師 8 名含む）
診療科●肛門科、外科、内科、胃腸科、麻酔科

医療法人潤愛会　鮫島病院

医
療
法
人
潤
愛
会　

鮫
島
病
院

省
エ
ネ
成
功
へ
の
第
一歩
は

事
業
場
内
全
体
へ
の

意
識
づ
け
と
動
機
づ
け

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

福岡県福岡市南区清水 2-15-20
TEL　092（512）2938
URL　http://www.fukusaya.info/
設立●1978 年５月
従業員数●120名（清水工場20名）
業務内容●食品加工工場

福さ屋 株式会社　清水工場

福
さ
屋 

株
式
会
社　

清
水
工
場

（2009年7月～2009年12月）

（2009年5月～2010年1月）

（2009年4月～2010年2月）

契約
電力

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

4.5%

4.6%

8.1%

16kW

16kW

36kW

23kW
　

作
並
温
泉
ホ
テ
ル
一
の

坊
、
温
泉
山
荘
だ
い
こ
ん
の

花
、
松
島
ホ
テ
ル
一
の
坊
な

ど
宮
城
県
内
で
も
有
数
の
ホ

テ
ル
を
運
営
す
る
一
の
坊
グ

ル
ー
プ
。
炭
焼
和
牛
「
和
火

一
（
わ
び
い
ち
）」
は
、
同

グ
ル
ー
プ
飲
食
店
事
業
の
一

角
で
、
店
舗
は
本
社
に
隣
接

す
る
場
所
。
厳
選
さ
れ
た
仙

台
牛
を
、
囲
炉
裏
や
七
輪
の

あ
る
個
室
で
提
供
す
る
。
予

約
で
連
日
ほ
ぼ
満
席
と
な
る

人
気
店
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
の

は
２
０
０
９
年
８
月
。
省
エ

ネ
活
動
は
、
ル
ー
ル
づ
く
り

か
ら
始
め
た
。
ま
ず
、
開
店

準
備
の
と
き
か
ら
つ
け
て
い

た
店
舗
の
空
調
と
照
明
は
、

お
客
様
の
来
店
に
合
わ
せ
て

つ
け
る
よ
う
決
め
た
。
ま
た

デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴
っ
た
と

き
の
電
源
を
オ
フ
に
す
る
機

器
の
順
も
決
め
る
。
そ
れ
ら

を
１
枚
の
手
順
書
と
し
て
作

成
し
、
店
舗
内
の
空
調
ス
イ

ッ
チ
が
並
ぶ
壁
に
貼
っ
た
。

　

ル
ー
ル
が
明
確
に
な
れ

ば
、
実
行
す
る
従
業
員
も
取

り
組
み
や
す
い
。
活
動
を
始

め
て
か
ら
毎
月
、
前
年
比
15

％
以
上
の
削
減
効
果
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
そ
の
削
減
量
は
グ
ラ
フ

に
し
て
毎
週
、
現
場
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

明
ら
か
な
効
果
が
あ
る
の
で

報
告
す
る
ほ
う
も
さ
れ
る
ほ

う
も
楽
し
い
」
と
経
理
部
の

富
田
麻
希
さ
ん
は
話
す
。

　
「
電
気
料
金
は
大
幅
に
削

減
で
き
て
い
ま
す
。
活
動
の

成
果
を
き
ち
ん
と
見
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か

わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

水
道
や
ガ
ス
の
節
約
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
」

（
総
務
部
次
長
・
本
田
由
紀

江
さ
ん
）

総
務
部
次
長
の
本
田
由
紀
江

さ
ん
（
右
）
と
経
理
部
の
富
田

麻
希
さ
ん
（
左
）。

細
か
な
ル
ー
ル
づ
く
り
と

成
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

省
エ
ネ
活
動
が
定
着宮城県仙台市青葉区花京院 2-1-10

TEL 022（222）9775
URL http://www.ichinobo.co.jp/corp/
店舗 http://www.ichinobo.com/wabiichi/
設立●1950年1月／従業員数●308名
業務内容●旅館、美術館、飲食店経営

株式会社 一の坊　炭焼和牛 和火一

株
式
会
社 

一
の
坊　

炭
焼
和
牛 

和
火
一

（2009年9月～2009年12月）

削
減

削
減18.3%

13kW

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
が
逆
効
果

〝
見
え
る
化
〞で
気
づ
い
た

空
調
の
利
用
方
法

（2009年4月～2009年12月）

削
減

削
減11.0%

38kW
　
「
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
に
あ
た

っ
て
の
対
策
は
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
空
調
設
備
だ
け
に

絞
り
、
温
度
調
整
や
警
報
時

の
対
応
な
ど
を
決
め
ま
し

た
」
と
話
す
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
の

副
主
任
・
高
橋
伸
夫
さ
ん
。

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ

る
シ
ャ
ロ
ー
ム
は
、
東
京

湾
が
一
望
で
き
る
丘
の
上

に
あ
る
。
入
居
者
は
満
床
の

１
０
０
名
。
そ
の
３
倍
以
上

の
人
が
入
居
待
ち
と
な
っ
て

い
る
人
気
の
施
設
だ
。

　

そ
の
居
心
地
の
よ
さ
は
従

業
員
に
も
お
よ
ん
で
い
る
よ

う
で
、
多
く
の
施
設
が
人
手

不
足
を
嘆
く
な
か
、
同
社
で

は
退
職
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
自
ら
考
え
て
行
動
し
、

互
い
を
思
い
や
る
企
業
風
土

が
根
づ
い
て
い
る
か
ら
だ
。

省
エ
ネ
活
動
で
も
、
各
従
業

員
が
納
得
し
理
解
し
た
う
え

で
実
行
に
移
す
。

　

空
調
を
消
す
と
い
う
省
エ

ネ
活
動
が
逆
効
果
に
な
る
こ

と
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
の

も
、
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
自
主

的
な
行
動
か
ら
だ
っ
た
。
少

し
で
も
電
気
の
無
駄
を
省
こ

う
と
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
入

浴
場
の
空
調
を
消
し
、
窓
を

開
け
て
入
浴
介
護
を
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
モ
ニ
タ
に
示
さ

れ
る
デ
マ
ン
ド
の
数
値
が
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
。
窓

を
開
け
た
こ
と
で
暑
い
外
気

が
入
り
、
他
の
空
調
に
負
荷

が
か
か
っ
て
デ
マ
ン
ド
を
押

し
上
げ
て
い
た
の
だ
。

　

以
降
、
空
調
利
用
中
は
窓

を
閉
め
る
よ
う
に
と
の
貼
り

紙
を
し
て
対
処
。「
も
し
電

気
の
見
え
る
化
が
な
か
っ
た

ら
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
た
で
し
ょ
う
。
間
違
い

に
気
づ
け
た
の
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
自
主
性
と
モ
ニ
タ
の
お

か
げ
で
す
」
と
高
橋
さ
ん
は

振
り
返
る
。
そ
の
後
、
デ
マ

ン
ド
値
は
目
標
通
り
の
38
㌔

㍗
削
減
に
成
功
し
て
い
る
。

副主任の高橋伸夫さん。

神奈川県横須賀市走水1-35
TEL　046（842）1031
URL　http://www.yokosuka-shalom.jp/
設立●1984年 8月／従業員数●165名
（アルバイト・パート含む）／業務内容●老
人ホーム、各種介護サービス

　　三育福祉会 　　　シャローム

　

三
育
福
祉
会　
　
　

シ
ャ
ロ
ー
ム

　

豊
富
な
展
示
車
、
デ
モ
カ

ー
、良
質
の
認
定
中
古
車（
サ

ー
テ
ィ
フ
ァ
イ
ド
カ
ー
）
な

ど
を
多
数
用
意
し
て
、
着
実

に
リ
ピ
ー
タ
ー
の
数
を
増
や

し
て
い
る
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ

ー
株
式
会
社 

シ
ュ
テ
ル
ン

千
葉
「
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン

ツ
千
葉
中
央
」。
併
設
す
る

整
備
工
場
で
の
丁
寧
な
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
好
評
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
導
入
さ
れ
た

の
は
２
０
０
７
年
２
月
。
事

業
場
内
の
電
気
設
備
状
況
を

す
べ
て
把
握
し
て
い
る
経
理

部
主
任
の
小
向
貴
行
さ
ん

が
、
省
エ
ネ
活
動
の
担
当
責

任
者
と
な
っ
て
、
取
り
組
み

は
開
始
さ
れ
た
。

　

デ
マ
ン
ド
は
機
器
の
起
動

が
同
時
に
重
な
る
と
き
に
ピ

ー
ク
が
出
や
す
い
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
朝
８
時
に
出
社

し
た
従
業
員
が
空
調
、
８
時

30
分
の
人
は
照
明
と
い
う
よ

う
に
各
機
器
を
徐
々
に
稼
働

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
れ
で
も
空
調
と
工
場
の

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
同
時
稼

働
し
て
、
デ
マ
ン
ド
警
報
が

鳴
っ
て
し
ま
う
と
き
に
は
、

小
向
さ
ん
が
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

以
外
の
事
務
所
や
メ
カ
ニ
ッ

ク
ス
タ
ッ
フ
の
事
務
所
な
ど

の
空
調
を
止
め
て
回
る
。

　

警
報
時
以
外
で
も
小
向
さ

ん
は
事
業
場
内
を
見
回
り
、

使
っ
て
い
な
い
廊
下
や
ト
イ

レ
の
照
明
を
消
し
、
空
調
の

設
定
温
度
も
調
節
し
て
い
っ

た
。
そ
ん
な
活
動
を
続
け
て

い
く
う
ち
「
私
が
見
回
っ
た

と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
す

で
に
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
の
不
在
時

に
警
報
が
鳴
っ
て
も
、
ほ
か

の
従
業
員
が
き
ち
ん
と
対
処

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
」（
同
氏
）
と
い
う
。

　

小
向
さ
ん
の
真
摯
な
活
動

は
全
従
業
員
が
見
て
い
た
。

強
制
せ
ず
と
も
、
そ
れ
を
見

習
い
、
各
自
が
考
え
な
が
ら

動
き
出
し
て
い
た
。
着
実
に

増
え
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー

は
、
同
社
の
こ
ん
な
部
分
を

評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

み
ん
な
が
見
て
い
た
│
│

省
エ
ネ
活
動
に
対
す
る

担
当
者
の
真
摯
な
取
り
組
み

千葉県千葉市中央区南町 2-14-4
TEL　043（268）1511
URL　http://www.mercedes-benz.co.jp/
従業員数● 21名
業務内容●自動車ディーラー、認定
中古車（サーティファイドカー）も扱う

株式会社 シュテルン千葉　メルセデス・ベンツ千葉中央

（2008年12月～2009年11月、導入前年同月比）

17.0%
13kW

　

シ
ュ
テ
ル
ン
千
葉　

メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
千
葉
中
央

　

栃
木
県
鹿
沼
市
に
あ
る
精

密
機
械
部
品
製
造
の
株
式
会

社
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｉ
。
低
コ
ス
ト

生
産
を
常
に
心
掛
け
、
省
エ

ネ
活
動
で
は
詳
細
な
ル
ー
ル

を
策
定
し
、
徹
底
し
て
取
り

組
む
企
業
だ
。
そ
ん
な
シ
ス

テ
マ
チ
ッ
ク
な
枠
組
み
を
つ

く
り
、
継
続
で
き
る
よ
う
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
、

代
表
取
締
役
社
長
の
田
野
井

純
一
さ
ん
。

　
「
口
で
言
う
だ
け
で
は
ダ

メ
で
す
。
省
エ
ネ
の
方
法
を

き
ち
ん
と
ル
ー
ル
化
、
標
準

化
し
て
運
用
さ
せ
、
継
続
す

る
よ
う
に
導
い
て
い
く
の
が

私
の
役
目
で
す
」（
同
氏
）

　

２
０
０
９
年
４
月
の
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
前
に
も
す
で
に
、

生
産
設
備
ご
と
の
担
当
者
が

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
顔
写
真
と

名
前
を
一
覧
表
に
し
て
貼
り

出
し
、
電
源
の
消
し
忘
れ
防

止
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
。

空
調
で
は
、機
器
ご
と
に「
電

源
オ
ン
」「
稼
働
中
」「
電
源

オ
フ
」「
使
用
禁
止
」
と
時

間
を
分
け
、
使
用
す
る
時
間

帯
の
シ
フ
ト
表
を
つ
く
り
ル

ー
ル
を
徹
底
さ
せ
て
い
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
は
、
田

野
井
さ
ん
が
社
員
に
契
約
電

力
と
デ
マ
ン
ド
値
の
関
係
な

ど
を
教
え
、
デ
マ
ン
ド
超
過

を
警
告
す
る
日
本
テ
ク
ノ
か

ら
の
自
動
通
報
電
話
が
全
館

に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
放

送
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。
さ

ら
に
パ
ソ
コ
ン
で
電
気
の
使

用
状
況
を
確
認
で
き
る
デ
マ

ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
夜
間

の
待
機
電
力
が
大
き
い
こ
と

が
わ
か
り
、
そ
の
削
減
に
も

取
り
組
ん
だ
。

　
「
月
に
最
大
４
０
０
万
円

ほ
ど
だ
っ
た
電
気
代
が
、
今

で
は
１
０
０
万
円
程
度
に
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
況
の

影
響
で
前
年
比
40
％
ま
で
売

上
が
落
ち
た
月
で
も
、
純
利

益
は
変
わ
ら
ず
に
維
持
で
き

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
省
エ

ネ
で
き
る
部
分
は
ま
だ
ま
だ

あ
る
。
今
後
も
取
り
組
み
は

継
続
し
ま
す
」（
同
氏
）

社長の田野井純一さん。 徹
底
し
た
ル
ー
ル
づ
く
り
で

省
エ
ネ
活
動
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト

不
況
下
で
も
純
利
益
を
確
保

削
減

栃木県鹿沼市茂呂811-5
TEL　0289（76）1468
設立●1981年 4月
従業員数● 50 名
業務内容●機械部品製造

株式会社TANOI

株
式
会
社 

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｉ

（2009年5月～2009年10月）

30.8%
削
減74kW

日本テクノの主力商品「SMARTMETER」（スマートメーター）ERIAを導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、宮城、栃木、茨城、千葉、神奈川、静岡、福岡、鹿児島の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

株
式

会
社 経理部主任・小向貴行さん。

店内には多数の展示車が並ぶ。

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

社
会
福
祉

法

人

社会福祉
法 人

特別養護
老人ホーム

清
水
工
場
製
造
係
長
の
内
藤

和
博
さ
ん
。

総
務
・
財
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

吉
田
誠
さ
ん
。

締
役
部
長
・
大

川
勝
弘
さ
ん
）。

以
来
、
宴
会
場

の
空
調
、
客
室

の
テ
レ
ビ
、
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

入
れ
替
え
る
な

ど
設
備
の
省
エ

ー
。
同
社
の
商
品
は
贈
答
品

と
し
て
愛
好
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
清
水
工
場
の
省
エ
ネ

担
当
は
電
気
設
備
の
状
況
を

詳
細
に
把
握
し
て
い
る
製
造

係
長
の
内
藤
和
博
さ
ん
に
な

っ
た
。
活
動
開
始
に
際
し
内

藤
さ
ん
は
「
す
べ
て
の
従
業

員
が
協
力
す
る
活
動
を
目
指

し
ま
し
た
。
一
人
で
は
限
界

が
あ
る
し
、
全
員
が
理
解
し

て
行
動
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
と
考
え
た
」
と
い
う
。

　

内
藤
さ
ん
は
ま
ず
使
用
状

況
を
分
析
し
た
。
す
る
と
毎

日
16
時
か
ら
17
時
の
間
に
ピ

ー
ク
が
く
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
時
間
帯
は
出
荷
の

た
め
多
く
の
冷
蔵
庫
が
開
放

さ
れ
、
外
気
で
冷
蔵
庫
に
負

荷
が
か
か
り
デ
マ
ン
ド
を
上

げ
て
い
た
の
だ
。
だ
が
こ
の

作
業
は
止
め
ら
れ
な
い
。
そ

こ
で
、
製
造
・
発
送
に
直
接

か
か
わ
ら
な
い
部
署
の
協
力

が
必
要
に
な
る
。
事
務
所
の

空
調
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

内
藤
さ
ん
は
、
こ
の
時
間

　
「
削
減
額
と
純
利
益
は
同

等
の
価
値
が
あ
る
。
省
エ
ネ

活
動
で
捻
出
さ
れ
た
削
減
額

を
売
上
で
つ
く
ろ
う
と
思
っ

た
ら
何
人
分
の
明
太
子
を
売

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
」
こ
れ
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導

入
で
省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
と
き
専
務

の
森
本
英
進
さ
ん
が
話
し
た

言
葉
。
聞
い
た
全
員
が
「
自

分
た
ち
の
心
掛
け
が
会
社
の

利
益
に
つ
な
が
る
な
ら
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

福
さ
屋
株
式
会
社
は
、
社

名
が
福
岡
・
辛
子
明
太
子
の

代
名
詞
に
な
る
ほ
ど
有
名
な

老
舗
の
食
品
加
工
メ
ー
カ

帯
に
事
務
所
の
空
調
を
な
る

べ
く
使
わ
な
い
よ
う
提
案
。

そ
れ
を
管
理
部
の
ル
ー
ル
と

し
て
定
め
て
も
ら
う
。
そ
れ

で
も
警
報
が
鳴
る
と
き
に

は
、
完
全
に
空
調
を
切
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

他
の
従
業
員
は
、
特
に
夏

場
は
暑
さ
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
全
員

が
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。
専
務
の
言
葉
が
動
機
づ

け
と
な
り
、
内
藤
さ
ん
の
活

動
方
針
に
み
ん
な
が
共
感
を

持
っ
て
い
た
か
ら
だ
。結
果
、

導
入
後
の
デ
マ
ン
ド
値
は
16

㌔
㍗
も
削
減
で
き
て
い
る
。
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でんでんみと情
報

（2010年 5月10日発行
第42号より）

水戸グループの『でんでん・みと情
報』。水戸グループで飼われている猫
のでんでんが、飼い主たちの業務活
動や社会動向、電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
42
号
掲
載
の
ア
メ
リ

カ
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
実
験
に
つ
い

て
。
帰
国
子
女
な
ら
ぬ
帰
国
猫
の
フ
カ

フ
カ
が
久
々
に
登
場
。

き
覚
え
が
あ
る
と
気
づ
い
た
。
温
暖
化
の
一
因
で

あ
る
親
方
た
ち
の
議
論
に
、
同
一
の
話
題
が
出
て

い
た
の
で
あ
る
。
親
方
た
ち
の
情
報
収
集
力
も
ま

ん
ざ
ら
で
は
な
い
な
、
と
吾
輩
は
苦
笑
い
し
た
。

そ
の
後
フ
カ
フ
カ
に
、
い
い
加
減
、
背
中
か
ら
下

り
ろ
と
目
配
せ
を
し
た
の
だ
が
、
こ
の
帰
国
猫
は

気
に
も
と
め
ず
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
、
日
米
の

キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
つ
い
て
味
の
違
い
を
論
じ
始

め
た
の
で
あ
る
。

　

吾
輩
は
、
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼

わ
れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。

　

親
方
た
ち
は
近
ご
ろ
エ
コ
と
称
し
て
空
調
の
温

度
を
上
げ
、
そ
の
中
で
口
角
泡
を
飛
ば
し
議
論
に

熱
中
し
て
い
る
。
今
や
そ
の
熱
気
は
、
地
球
温
暖

化
の
一
因
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
近
の
吾
輩
の

居
場
所
は
、心
地
よ
い
風
が
通
る
松
の
枝
の
上
だ
。

午
睡
に
適
す
る
場
所
な
れ
ど
、
難
儀
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
飼
い
主
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
越
し
て
き
た
フ
カ
フ
カ
の
話
を
聞
か
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
。
フ
カ
フ
カ
の
家
は
松
の
木
の
隣
だ
。

　

過
日
は
枝
の
上
で
伸
び
を
し
て
い
た
吾
輩
の
背

に
い
き
な
り
飛
び
乗
り
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
主

人
宅
を
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
言
動
を
報
告
し
続

け
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
電
気
と
情
報
を
組

み
合
わ
せ
て
送
受
で
き
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と

か
い
う
も
の
の
実
験
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
太

陽
の
光
で
つ
く
っ
た
電
気
を
、
自
動
車
の
蓄
電
池

に
蓄
え
、
た
め
た
電
気
の
力
で
自
動
車
を
走
ら
せ

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
の
電
気
が
足

り
な
く
な
っ
た
と
き
、
自
動
車
の
蓄
電
池
に
た
め

て
あ
っ
た
電
気
を
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
経
由
で
逆

流
さ
せ
、
不
足
分
を
補
う
よ
う
に
し
て
い
く
そ
う

だ
。
そ
の
実
験
が
コ
ロ
ラ
ド
州
ボ
ル
ダ
ー
市
な
る

場
所
に
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

フ
カ
フ
カ
が
そ
こ
ま
で
話
し
た
と
き
、
吾
輩
は

そ
の
地
名
と
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
い
う
名
に
聞

自
動
車
バ
ッ
テ
リ
ー
が

町
全
体
の
蓄
電
池

環境保全や社会貢献を
組み込んだクレドの構築

という活動も実施しました。
　環境や社会が正しい状態に保
たれていなければ事業活動は成
立しません。これからも、環境
保全や社会貢献活動は継続して
いくつもりです。

　当社は法人向けのビジネスを
展開している企業に「売れる仕
組み」を提供しています。イン
ターネットを利用した見込み顧
客の獲得や、法人営業に特化し
たテレマーケティングといった
手法で、これまで明確には定義
されてこなかった「BtoB マー
ケティング市場」の創出を目指
している組織です。
　会社を設立したのは 2000 年。
わずか３名でスタートした会社
が、おかげさまで今では 100 名
を超える規模にまでなりまし
た。そんな中、ここ数年、最も
力を入れて取り組んでいるの
が、組織内に企業理念を浸透さ
せる活動です。理念や行動指針
を簡潔にまとめた「クレド」を、
社員はもちろん契約社員も含め

徹底的な議論を重ねてつくり上
げ「イノイズム」と名付けてま
とめました。事業活動を行う上
で何を大切にすべきか。それを、
組織全体で共有する土台です。
　当社では、このイノイズムの
もと、カードやポスター作成な
どのクレド浸透活動や、改善提
案・美化といった各種委員会の
設置、社内で流通し換金可能な
社内通貨制度の実施などさまざ
まな施策を行っています。
　そうした施策の中で、不可欠
な要素だと考えているのが、環
境保全や社会貢献につながる活
動です。
　日常的な活動の例では、省エ
ネのための昼休みの消灯、コピ
ー用紙の無駄を削減するための
部署や使用者ごとの使用枚数ラ
ンキングの公表、ペットボトル
のフタの分別回収など。社員が
共同で使えるエコバッグを出入
口に置き、レジ袋の削減への呼
び掛けもしています。割り箸の
使用を抑えようと、箸の持参を
勧める「マイ箸キャンペーン」

株式会社 イノベーション
http://www.innovation.co.jp/

代表取締役

富田 直人氏

とみだ なおと
静岡県浜松市出身。大学卒業後、株
式会社リクルート入社。営業、企画、
マーケティングなどを担当。2000年、
株式会社イノベーションを設立し、代
表取締役に就任。著書に『売れる
営業は満足より感動』『いつも目標達
成している人のテレアポ術』がある。

経営者の語る

マインドNo.18

かんきょう

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
20
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

※ 内容に関しては、細心の注意を払って
いますが、転載利用など運用の際の責
任は小紙では負いかねます。自己責任
のもとでご活用ください。

前号（20号）の答え

Q1a 生物多様性条約
Q2a 国連環境開発会議
Q3c 国連環境計画
Q4a レッドデータブック

今年４月にこの法律の改正法が
本格施行され、エネルギー管理
の規制が強化された。この法律
とは何？

a
b
c
b

地球温暖化対策基本法

循環型社会形成推進基本法

エネルギーの使用の合理化に関する法律

新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法

Question
1

東京電力や関西電力といった
いわゆる電力 10 社のこと。
一般的には単に電力会社と呼
ぶのは次のうちどれ？

a
b
c
b

卸電気事業者

特定電気事業者

特定規模電気事業者

一般電気事業者

Question
2

これまでの「チーム・マイナ
ス６％」を引き継ぎ、新たに
始まった温暖化対策の国民運
動といえば？

a
b
c
b

チャレンジ25キャンペーン

おばあちゃんの知恵袋キャンペーン

エコポイント拡張キャンペーン

アースデイキャンペーン

Question
3

京都議定書には、６種類の温
室効果ガスが定められてい
る。次の気体のうち、その指
定に含まれないものはどれ？

a
b
c
b

二酸化炭素

一酸化炭素

一酸化二窒素

メタンガス

Question
4

タテのカギ、ヨコのカギをヒントに、
マスを埋めていきます。グレーの二
重囲みマスに入る5つの文字を組み
合わせ環境問題に関係ある言葉をつ
くります。その言葉が解答です。ヒ
ントは、美しい地球を守ること。

特製おばあちゃんエコメモ プレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製おばあちゃ
んエコメモをプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2010 年 9 月 30 日（木）。当日消印まで有効。

※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/kojin.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0650 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 50 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  地球にや○○い環境技術。
②  月・○・○○・木・金・土・日。
③  ７月７日は○○ばた。
⑤  進化論はここから。ガラ○
○ス諸島。

⑥  アサリがたくさんとれた！
○○○狩り。

⑦夜のお墓で○○だめし。
⑧保護して安全に。環境○○ン。

●ヨコのカギ●
①  温室効果ガスといえばニ○
○○○○ソ。

④  ビーチパラソルに海の家と
いえば○○ハマ。

⑤  3.14159……。
⑦  俳句で「ビール」は夏の○○。
⑧  鬼灯または酸漿。○○ずき。
⑨  良いことは良い、悪いこと
は悪い。○○○非。

②

④

⑥

⑧

①

⑨

③

⑤

⑦

よ
い
結
果
も
悪
い
結
果
も

原
因
は
小
さ
な
事
の
積
み
重
ね

　
「
些
細
な
事
を
お
ろ
そ
か

に
し
な
い
心
掛
け
が
人
生
を

大
き
な
成
功
に
導
く
」。
経

営
の
神
様
と
い
わ
れ
一
代
で

現
在
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
世

界
的
な
企
業
に
し
た
松
下
幸

之
助
の
言
葉
だ
。
松
下
幸
之

助
は
些
細
な
事
、
小
さ
な
事

を
大
事
に
し
て
い
た
。

　

一
例
を
あ
げ
て
み

よ
う
。
お
客
様
と
の
懇

親
会
を
主
催
し
た
と

き
の
事
だ
。
会
場
の
座
敷
は

座
布
団
が
き
れ
い
に
並
び
、

花
も
活
け
ら
れ
て
い
た
。
一

見
何
の
問
題
も
な
い
と
思
わ

れ
た
。

　

そ
の
会
場
を
見
た
当
時
相

談
役
だ
っ
た
松
下
は
、
江
口

克
彦
（
後
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
代
表
取

締
役
）
に
言
っ
た
。

　
「
座
布
団
の
並
び
方
が
曲

が
っ
て
お
る
」「
こ
の
座
布

団
後
ろ
前
反
対
や
で
」「
君
、

座
布
団
の
前
と
後
ろ
が
わ
か

ら
ん
の
か
」。

　

当
時
、
若
か
っ
た
江
口
は

座
布
団
を
直
し
な
が
ら
「
相

談
役
は
、
な
ぜ
こ
う
い
う
細

か
な
小
さ
い
事
を
言
う
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
も
会
場
設
営
の

担
当
者
で
な
く
、
私
に
指
示

す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と

思
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、松
下
は
折
に
ふ
れ
、

非
常
に
細
か
い
事
を
江
口
に

言
っ
た
と
の
事
だ
。

　

原
因
が
あ
っ
て
結
果
が
あ

る
。
経
営
に
お
い
て
も
、
人

生
に
お
い
て
も
、
大
き
な
成

功
も
、
大
き
な
失
敗
も
、
突

然
に
は
発
生
し
な
い
。
ど
ん

な
出
来
事
も
、
日
ご
ろ
の
小

さ
い
事
が
５
年
、
10
年
、
15

年
、
30
年
と
積
み
重
な
っ
た

結
果
な
の
だ
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
悪

い
事
が
積
み
重
な
れ
ば
、
大

き
な
失
敗
に
な
り
、
倒
産
に

つ
な
が
る
。
会
社
が
倒
産
す

る
と
き
に
は
、
必
ず
前
兆
や

兆
候
が
あ
る
。
社
員
誰
も
が

同
じ
普
段
の
小
さ
な
ミ
ス
や

失
敗
を
見
逃
す
事
で
、
や
が

て
致
命
的
な
失
敗
に
つ
な
が

る
の
だ
。

　

逆
に
よ
い
事
が
積
み
重
ね

ら
れ
れ
ば
、
大
き
な
成
功
に

つ
な
が
り
、
企
業
の
発
展
を

導
く
。
だ
か
ら
松
下
は
小
さ

な
事
に
対
し
「
こ
れ

く
ら
い
の
事
は
ど
う

で
も
い
い
」「
こ
れ

は
適
当
で
い
い
」
と

い
う
よ
う
な
気
持
ち
を
い
ま

し
め
よ
う
と
、
将
来
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
で
あ
ろ
う
江
口
を

教
育
し
た
の
だ
。

　

よ
く
も
悪
く
も
、
小
さ
な

事
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
結

果
を
も
た
ら
す
。「
積
小
為

大
」
!! 

大
事
な
言
葉
だ
。

第二十一回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
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【補足編2】積小為大 せきしょういだい

７月７日の七夕は、わが家にも良い出会いがありますように
と願いを込めて竿竹の笹の葉に短冊を飾るのよ。今日はこの
何気なく使われている竹のことを少しお話ししましょうね。
竹は日本の各地に生息していて、毎年成長して、上手に管理
すれば、本当にエコロジーな資源なの。例えば、箸・菜箸、
竹ざる、竹すだれ、筆、笠、箒（ほうき）、竹草履、物干し竿、
筒、笛……とっても身近な竹は、生活のいたるところに使わ
れていたのよ。でも近ごろは、だんだん使われなくなり、今
では竹林の拡大が問題になっていると聞いたわ。──なんだ
かもったない。
ちなみに、私のおじいさんは竹を割ったような性格でね……
あっ、その話は今度にしましょう。

● エアコンだけに頼らない快適空間を
つくっています。
● 旬の夏野菜を食べて体を冷やして
います。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！

皆さんの「もったない」に通じる省エネ・省資源
の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙このコーナーで紹介させていただいた素敵な
〝知恵〟のご提供者には粗品を進呈いたします。
ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」
係まで連絡先を明記のうえハガキにてご送付くだ
さい。または下記WEBサイトでも受け付けて
います。

大根の葉は刻んで、
しょう油、砂糖、かつお
節を混ぜてフライパン
で炒めてふりかけにし
ています。ニンジンの
葉もかき揚げにすると
美味しくいただけます。 
　　　　　（伊藤さん）

葉もかき揚げにすると
美味しくいただけます。 
　　　　　（伊藤さん）

夏の夜は、窓を開け
放ち蚊帳を吊って寝て
います。　　　　　　
　  （60 代・中静さん）
　　　　　　　　　
夏の夜の風は気持ち
いいですよね。　　
　　　　　　　　　    

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

特製おばあちゃんエコメモ

http://econews.jp/newspaper/company/company_21.html
http://econews.jp/newspaper/denden/denden_21.html
http://econews.jp/newspaper/crossword/
http://econews.jp/idea/

